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本調査について 

 

１．調査の概要 

 本調査は、これからの島田市を支えてくださる皆様に、日ごろ感じておられることをお聞きし、令和８年

度を初年度とする新しい総合計画づくりに役立てるために実施したものです。 

 

アンケート対象者 
島田市に居住する18歳以上の方々（無作為抽出） 

※調査結果の集計、公表に伴い個人が特定されることはありません。 

方法 郵送による配布・回収及びインターネットでの受付 

期間  令和６年９月20日から10月18日まで 

項目 

１．回答者の属性（あなたご自身について） 

２．島田市の住みごこちについて 

３．いまの島田市について 

４．これからのまちづくりについて 

５．普段の活動（利用）地域について 

６．お住まいの地域のまちづくりについて 

７．デジタルの活用について 

８．人口減少について 

９．SDGsについて 

10．これからの目指すべきまちづくりのイメージについて 
 

 

２．配布数及び回収結果 

配布数 3,000 

有効回答数 1,319 

有効回答率  43.9％ 

 

 

３．結果数値の扱いについて 

 比率（％）で表示するグラフについて、小数点第２位を四捨五入して小数点第１位まで示し

ているため、合計が 100.0％にならない場合もあります。 

 各グラフ及び集計表の比率は、母数に対する割合を示しています。 

 母数となるべき実数は、回答者数「N」として示し、複数回答が可能な設問についても、比

率算出の母数は回答者数とし、それぞれの選択肢の比率を算出しています。 

 「年齢」「居住地域」「居住年数」「居住経験」の分野別の回答数・回答内容をまとめた表の

中の数値に関し、回答数 30 件以上の項目について、それぞれの分野の回答数の平均＋５ポ

イント以上を赤、平均－５ポイント以上を青で着色しています。 
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１ あなたご自身についておたずねします。  

 
設問１ あなたの性別を教えてください。  

 

回答者の男女の割合は、男性が 44.5％、女性が 54.4％であった。 

 

【N＝1311】 

 

 

設問２ あなたの年齢を教えてください。  

 

 年齢別では、70歳代の割合が高く（20.4％）、20代及び 30代の回答割合は 10％未満であった。 

 

【N＝1314】 
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設問３ あなたの主な職業(勤務先の業種)を教えてください。 

  

回答者のうち、会社員（団体職員）が 27.3％と最も多く、次いで、無職の割合が高い（26.5％）。 

 

【N＝1314】 

 

 

設問４ ご家族の構成を教えてください。  

  

家族構成は二世代が約半数を占めており、一世代はその半分以下の 23.0％、三世代は 15.0％であった。 

 

【N＝1311】 
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設問５ あなたのお住まいの地域を教えてください。  

 

 回答者の４割以上が「旧島田市内・大津」に居住しており、次いで、金谷地区（19.4％）、六合地区（16.6％）

居住者が多い。 

 

【N＝1310】 

 
 

 

設問６ 島田市にお住まいの年数を教えてください。  

 

約８割の回答者が島田市に 20 年以上住んでおり、10 年以上居住している回答者の割合は９割を超えてい

る。 

 

【N＝1312】 
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設問７ これまでの居住経験を教えてください。  

 

居住経験について、「生まれてからずっと島田市に居住している」割合が 41.0％と最も多く、次いで、「島

田市外の出身で、転入してきた（Iターン）（33.9％）」となっている。 

 

【N＝1311】 
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２ 島田市の住みごこちについて  
 

設問８ 島田市の住みごこちはいかがですか？  

「たいへん住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した割合の合計は 86％であり、概ね住み

ごこちはよいとの回答であった。年代別では、若年層ほど「たいへん住みやすい」と回答した割合が高く、

40～60 歳代の回答者の割合は比較的小さかった。「たいへん住みやすい」と回答した割合について、旧島田

市内・大津と川根地区とで比較すると、10％以上の差があり、地域によって住みごこちに差があることがわ

かる。 

 

【N=1306】 

 
 

 
  

17.7%

68.5%

12.3%

1.5%

たいへん住みやすい

どちらかといえば住みや

すい
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回答数
たいへん住

みやすい

どちらかと

いえば住み

やすい

どちらかと

いえば住み

にくい
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みにくい

全体 1306 17.7 68.5 12.3 1.5

10歳代 13 46.2 53.8 0.0 0.0

20歳代 61 27.9 57.4 13.1 1.6

30歳代 109 21.1 64.2 13.8 0.9

40歳代 184 15.8 71.7 10.9 1.6

50歳代 219 11.4 68.9 16.9 2.7

60歳代 282 13.5 73.8 12.4 0.4

70歳代 262 18.7 70.2 9.9 1.1

80歳以上 173 25.4 61.3 11.0 2.3

旧島田市内・大津 558 20.4 67.0 11.5 1.1

六合地区 215 20.9 70.2 6.5 2.3

初倉地区 161 18.6 74.5 6.2 0.6

伊久身・大長地区 43 11.6 60.5 25.6 2.3

金谷地区 253 12.3 69.2 16.6 2.0

川根地区 69 8.7 63.8 24.6 2.9

２年未満 22 27.3 54.5 18.2 0.0

２年以上５年未満 35 8.6 80.0 11.4 0.0

５年以上10年未満 52 21.2 59.6 17.3 1.9

10年以上20年未満 142 15.5 73.9 9.2 1.4

20年以上 1052 17.9 68.3 12.3 1.6

生まれてからずっと島田市に居住してい

る
532 20.3 67.1 11.5 1.1

島田市出身で、市外へ転出した後、戻っ

てきた（Uターン）
281 18.9 66.9 13.2 1.1

島田市外の出身で、転入してきた（I

ターン）
440 14.1 71.4 12.7 1.8

その他 47 14.9 70.2 8.5 6.4

居住年数

居住経験

年齢

居住地域
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【設問８-２】前問で「１．たいへん住みやすい」もしくは「２．どちらかといえば住みやすい」と答えた

方に伺います。島田市のどんなところに住みやすさを感じますか？＜３つ選択＞ 

 

 「長年住み慣れている」「生まれ、または育った場所」という点に住みやすさを感じる人が多い。他方、「ま

ちに活気がある」「教育環境がよい」の回答数は非常に少なかった。「災害の心配が少ない」の回答について、

若年層より 60歳代以上の年代の割合が高く、また、旧島田市内・大津及び六合地区の回答割合は多いが、伊

久身・大長地区及び川根地区の割合は少なかった。「自然が豊かである」の回答について、島田市出身でない

I ターンの回答者の割合が高い。「日常生活を送る上での利便性がよい」の回答について、60歳代以上の年代

の方が若年層より割合が高く、また、島田市外の出身者の割合が高い。 

 

【N=1126】 
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物価・家賃が安い

自然が豊かである

景色・景観がよい

歴史的建造物などの文化遺産が多い
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車での通
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に便利
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全体 1126 42.5 51.6 34.5 19.4 11.7 22.8 5.1 4.1 0.8 1.1 1.9 26.4 7.6 1.4 4.8 1.2 19.7 0.3 1.0 6.0 9.4 22.9 2.8

10歳代 13 38.5 53.8 30.8 23.1 23.1 15.4 0.0 7.7 0.0 7.7 0.0 30.8 7.7 0.0 0.0 0.0 30.8 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 7.7

20歳代 52 48.1 48.1 53.8 26.9 9.6 9.6 0.0 1.9 0.0 0.0 5.8 17.3 7.7 1.9 7.7 1.9 13.5 1.9 0.0 9.6 9.6 11.5 3.8

30歳代 93 38.7 34.4 46.2 18.3 9.7 11.8 8.6 14.0 2.2 1.1 5.4 31.2 5.4 0.0 8.6 0.0 17.2 0.0 4.3 5.4 12.9 19.4 2.2

40歳代 161 42.9 42.9 37.3 14.3 13.0 18.6 2.5 8.7 1.9 0.6 2.5 23.6 6.8 5.0 5.0 0.0 16.1 1.2 1.2 7.5 17.4 22.4 5.0

50歳代 176 44.9 54.5 36.4 11.9 10.2 18.2 3.4 4.0 0.6 1.7 1.7 28.4 9.7 1.1 4.0 0.0 17.0 0.0 0.0 2.8 10.8 17.0 3.4

60歳代 246 46.7 54.9 32.9 17.5 10.2 26.4 1.6 2.0 0.4 0.4 2.0 23.6 8.1 0.4 3.7 0.8 23.2 0.0 0.4 8.1 7.7 27.2 2.4

70歳代 233 39.1 55.8 26.6 24.9 9.9 30.9 7.3 0.4 0.0 1.3 0.4 29.6 6.4 1.7 3.0 1.7 22.7 0.0 1.3 5.2 6.9 27.5 2.6

80歳以上 150 38.0 57.3 30.0 26.7 18.0 26.7 12.0 2.7 1.3 1.3 0.0 26.0 8.7 0.0 7.3 4.0 19.3 0.0 0.7 4.7 4.7 24.0 0.0

旧島田市内・大津 488 43.2 51.6 36.7 17.8 10.9 24.0 5.7 4.5 0.6 1.4 1.8 21.3 6.4 2.5 6.8 0.6 20.5 0.2 1.6 7.2 7.2 25.4 2.5

六合地区 196 33.7 38.8 35.2 16.3 6.6 28.6 6.1 4.1 1.0 0.5 4.1 26.5 4.1 0.5 2.6 2.0 21.4 0.5 1.0 11.7 14.3 28.1 3.1

初倉地区 150 38.7 48.0 35.3 23.3 14.0 21.3 6.0 5.3 1.3 1.3 1.3 29.3 9.3 0.7 3.3 1.3 18.7 0.7 0.0 0.7 9.3 23.3 4.7

伊久身・大長地区 31 48.4 71.0 32.3 25.8 16.1 12.9 3.2 0.0 0.0 0.0 0.0 29.0 9.7 0.0 3.2 0.0 22.6 0.0 0.0 0.0 3.2 19.4 0.0

金谷地区 206 45.6 63.1 27.7 19.9 13.6 20.9 2.9 2.9 1.0 1.0 1.0 30.6 11.7 0.5 3.9 1.9 14.6 0.0 0.5 3.4 13.1 16.5 2.4

川根地区 50 60.0 54.0 38.0 28.0 24.0 6.0 2.0 4.0 0.0 0.0 0.0 48.0 12.0 2.0 4.0 0.0 30.0 0.0 0.0 2.0 2.0 4.0 0.0

２年未満 18 5.6 0.0 27.8 16.7 27.8 22.2 5.6 5.6 0.0 0.0 5.6 16.7 11.1 0.0 22.2 0.0 27.8 5.6 5.6 5.6 27.8 38.9 0.0

２年以上５年未満 31 19.4 3.2 25.8 9.7 12.9 22.6 9.7 12.9 0.0 3.2 16.1 22.6 19.4 3.2 12.9 0.0 25.8 0.0 0.0 9.7 6.5 22.6 3.2

５年以上10年未満 42 7.1 7.1 31.0 7.1 21.4 26.2 11.9 14.3 4.8 2.4 4.8 33.3 11.9 0.0 4.8 0.0 21.4 2.4 9.5 9.5 19.0 28.6 7.1

10年以上20年未満 127 20.5 19.7 29.1 13.4 17.3 21.3 7.1 11.8 3.1 2.4 3.9 37.8 12.6 5.5 6.3 0.8 22.0 0.8 0.8 7.9 18.9 24.4 3.9

20年以上 906 48.7 60.7 35.7 21.3 10.2 22.8 4.3 2.2 0.3 0.8 0.9 24.8 6.3 0.9 4.0 1.3 19.0 0.0 0.6 5.4 7.4 22.2 2.4

生まれてからずっと島田市に居

住している
465 66.7 67.1 42.4 24.5 8.0 17.8 3.9 1.1 0.2 0.9 0.4 21.7 4.1 1.1 4.1 1.5 14.8 0.0 0.4 4.7 4.9 17.8 1.5

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
241 61.8 58.1 39.8 22.4 6.6 20.3 2.1 3.7 0.0 0.8 1.7 18.3 6.2 0.8 5.4 0.4 15.8 0.0 0.0 5.8 10.0 17.0 2.9

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
376 2.7 28.7 21.8 12.5 18.6 29.8 7.4 8.5 1.9 1.6 3.7 37.0 12.5 2.4 5.1 0.8 28.2 0.8 2.4 6.4 14.4 32.2 4.0

その他 40 17.5 47.5 27.5 10.0 22.5 32.5 12.5 0.0 2.5 0.0 2.5 27.5 10.0 0.0 7.5 5.0 22.5 0.0 0.0 17.5 12.5 27.5 5.0

居住年

数

居住経

験

年齢

居住地

域
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【設問８-３】前問で「３．どちらかといえば住みにくい」もしくは「４．たいへん住みにくい」と答えた

方に伺います。島田市のどんなところに住みにくさを感じますか？＜３つ選択＞ 

 

「まちの活気がない」「買い物、通勤など日常生活を送るうえで不便」の回答数が同数で突出して多い。次

いで、「災害の心配がある」「医療・福祉サービスが充実していない」の回答数が同数で多かった。「災害の心

配がある」について、旧島田市内・大津の割合は低いが、伊久身・大長地区及び川根地区の割合が高い。「日

常生活を起こる上での不便さ」について、市街地の属する地区の割合が高くまた、I ターンで転入した島田

市外出身の人は、島田市出身の人と比較すると割合が低い。 

 

【N=179】 
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サービスが

充実してい

ない

保育・子

育て環境

が良くな

い

教育環境

が良くな

い

働く環境

が整って

いない

物価・家

賃が高い

自然に乏

しい

景色・景

観が良く

ない

歴史的建

造物など

の文化遺

産が乏し

い

イベン

ト・祭り

などの伝

統文化が

ない

市民活動

に活気が

ない

治安が悪

い

まちの活

気がない

レジャー

施設・公

園などが

少ない

電車での

通勤・通

学に不便

車での通

勤・通学

に不便

買い物、

通院など

日常生活

を送る上

で不便

その他

全体 179 6.7 0.6 3.4 5.0 12.3 25.1 25.1 5.6 4.5 14.5 8.4 0.6 3.9 2.8 2.2 10.6 1.7 48.0 21.8 17.9 19.0 48.0 17.9

10歳代 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 11.1 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 44.4 22.2 22.2 55.6 22.2

30歳代 16 6.3 0.0 6.3 25.0 6.3 18.8 12.5 25.0 6.3 12.5 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.8 31.3 18.8 25.0 37.5 12.5

40歳代 23 4.3 0.0 0.0 0.0 21.7 26.1 30.4 13.0 8.7 21.7 4.3 0.0 0.0 8.7 0.0 0.0 0.0 47.8 17.4 17.4 21.7 26.1 17.4

50歳代 43 4.7 2.3 2.3 4.7 7.0 16.3 30.2 4.7 4.7 20.9 9.3 0.0 2.3 0.0 4.7 14.0 2.3 41.9 18.6 20.9 25.6 39.5 34.9

60歳代 36 5.6 0.0 2.8 0.0 5.6 30.6 30.6 0.0 2.8 16.7 5.6 0.0 8.3 5.6 2.8 8.3 0.0 63.9 22.2 25.0 22.2 52.8 13.9

70歳代 29 6.9 0.0 6.9 6.9 24.1 31.0 20.7 0.0 3.4 6.9 10.3 3.4 3.4 3.4 3.4 20.7 0.0 51.7 17.2 13.8 6.9 55.2 10.3

80歳以上 22 18.2 0.0 4.5 4.5 18.2 27.3 22.7 0.0 4.5 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 13.6 4.5 63.6 22.7 4.5 9.1 72.7 4.5

旧島田市内・大津 70 7.1 0.0 7.1 7.1 18.6 5.7 32.9 7.1 2.9 12.9 14.3 0.0 7.1 7.1 4.3 14.3 2.9 57.1 24.3 7.1 10.0 37.1 20.0

六合地区 18 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 33.3 22.2 11.1 0.0 5.6 5.6 5.6 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 66.7 22.2 11.1 11.1 27.8 33.3

初倉地区 11 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 36.4 9.1 9.1 9.1 36.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 36.4 45.5 18.2 9.1 54.5 18.2

伊久身・大長地区 12 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 41.7 25.0 0.0 16.7 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 41.7 8.3 8.3 41.7 58.3 8.3

金谷地区 47 2.1 0.0 0.0 2.1 10.6 29.8 23.4 2.1 6.4 17.0 6.4 0.0 0.0 0.0 2.1 12.8 0.0 48.9 21.3 25.5 14.9 59.6 14.9

川根地区 19 10.5 5.3 0.0 15.8 5.3 57.9 15.8 5.3 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 5.3 5.3 52.6 63.2 68.4 10.5

２年未満 4 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0 50.0 25.0

２年以上５年未満 4 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 100.0 50.0

５年以上10年未満 10 0.0 0.0 10.0 30.0 10.0 30.0 30.0 20.0 0.0 10.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 30.0 40.0 50.0 10.0

10年以上20年未満 15 0.0 0.0 0.0 6.7 13.3 20.0 26.7 13.3 13.3 0.0 6.7 0.0 6.7 0.0 0.0 6.7 6.7 40.0 13.3 33.3 20.0 40.0 13.3

20年以上 145 8.3 0.0 3.4 2.8 12.4 24.8 24.8 3.4 4.1 17.2 6.9 0.7 4.1 3.4 2.8 12.4 1.4 52.4 22.8 15.2 15.9 47.6 17.9

生まれてからずっと島田市に居

住している
67 6.0 0.0 1.5 3.0 11.9 28.4 26.9 4.5 6.0 20.9 7.5 0.0 4.5 3.0 3.0 10.4 1.5 50.7 10.4 20.9 19.4 52.2 23.9

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
40 0.0 0.0 0.0 0.0 7.5 17.5 25.0 7.5 5.0 10.0 2.5 0.0 2.5 5.0 5.0 10.0 2.5 52.5 25.0 17.5 20.0 47.5 17.5

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
63 11.1 1.6 7.9 11.1 14.3 27.0 25.4 6.3 3.2 12.7 14.3 1.6 4.8 1.6 0.0 7.9 0.0 38.1 25.4 17.5 20.6 42.9 12.7

その他 7 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42.9 14.3 71.4 57.1 0.0 0.0 57.1 14.3

居住年

数

居住経

験

年齢

居住地

域
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設問９ これからも島田市に住み続けたいですか？  

 

「住み続けたい」「市内の別の場所で住み続けたい」と回答した割合の合計は 86.4％であり、回答者の約

９割はこれからも島田市内に住み続ける意向があり、特に、60歳代以上でその傾向が強い。他方で、20歳代

では、20％以上が市内もしくは県外に移住したいと考えている。職業別では、公務員や自営業で 85％以上が

住み続けたいと回答しているが、学生は約 25％低い 60％で最も割合が低い。また、居住経験別では、生ま

れ・育ちが島田市の方もＵ・Ｉターンの方も同様に約８割が住み続けたいと回答している。 

 

【N=1290】 

 
                        （％） 

 
  

82.5%

3.9% 6.7%

2.3%

4.7%

住み続けたい

市内の別の場所で住み続

けたい

市外に移り住みたい

県外に移り住みたい

その他

回答数
住み続け

たい

市内の別

の場所で

住み続け

たい

市外に移

り住みた

い

県外に移

り住みた

い

その他

全体 1290 82.5 3.9 6.7 2.3 4.7

10歳代 13 61.5 7.7 15.4 7.7 7.7

20歳代 61 67.2 3.3 14.8 8.2 6.6

30歳代 108 76.9 5.6 11.1 3.7 2.8

40歳代 184 81.0 2.7 8.7 2.7 4.9

50歳代 218 73.9 3.7 11.5 2.8 8.3

60歳代 280 84.3 5.4 2.9 2.5 5.0

70歳代 261 89.7 3.8 3.8 0.4 2.3

80歳以上 162 92.6 1.9 2.5 0.6 2.5

会社（団体）役員 36 75.0 5.6 8.3 2.8 8.3

会社員（団体職員） 355 79.2 3.7 8.7 3.1 5.4

公務員 55 87.3 1.8 5.5 1.8 3.6

自営業（商工サービス業） 56 85.7 1.8 3.6 0.0 8.9

自営業（農林漁業） 41 85.4 4.9 2.4 0.0 7.3

専業主婦（夫） 130 82.3 5.4 6.9 2.3 3.1

派遣職員 16 68.8 6.3 18.8 6.3 0.0

パート・アルバイト 205 82.0 5.4 5.4 3.4 3.9

学生 20 60.0 0.0 25.0 5.0 10.0

無職 332 87.3 3.3 4.8 1.5 3.0

その他 37 83.8 2.7 5.4 0.0 8.1

単身（ひとり暮らし） 108 85.2 0.9 8.3 1.9 3.7

一世代（夫婦のみ） 293 84.0 5.8 4.1 2.0 4.1

二世代（親と子） 638 80.1 4.5 8.0 2.5 4.9

三世代（親と子と孫） 194 86.1 1.0 6.7 2.1 4.1

兄弟姉妹 11 81.8 0.0 0.0 0.0 18.2

その他 42 85.7 2.4 2.4 4.8 4.8

生まれてからずっと島田市に居

住している
525 85.3 3.4 5.5 1.3 4.4

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
276 79.3 5.1 6.9 2.5 6.2

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
437 81.7 3.7 7.8 3.2 3.7

その他 47 76.6 4.3 6.4 4.3 8.5

居住経

験

年齢

職業

（勤務

先の業

種）

家族構

成
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３ いまの島田市についておたずねします。  

 

設問 10 第２次島田市総合計画では、市の将来像として「笑顔あふれる 安心のまち 島田」を掲げていま

す。あなたは、現在、そのような「まち」になっていると思いますか？ 

 

「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合の合計は 42.0％と、約４割はポジティブな回答をしている

一方、「どちらでもない」と回答した割合は 41.2％とほぼ同程度となった。年代別では、特に 50歳代は、「や

やそう思う」の割合が低く、「あまりそう思わない」の割合が高いため、ネガティブな割合が高い。地区別で

は、初倉地区の人は、「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合の合計が約５割と、他の地区に比べてポ

ジティブな割合が高い。 

 

【N=1300】 

 
                                             （％） 

 
  

7.9%

34.1%

41.2%

13.5%

3.2%

そう思う

ややそう思う

どちらでもない

あまり思わない

全く思わない

回答数 そう思う
ややそう

思う

どちらで

もない

あまり思

わない

全く思わ

ない

全体 1300 7.9 34.1 41.2 13.5 3.2

男性 574 8.5 27.7 43.6 15.0 5.2

女性 706 7.5 39.8 38.7 12.5 1.6

その他 3 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0

回答しない 12 0.0 16.7 75.0 8.3 0.0

10歳代 12 8.3 58.3 25.0 8.3 0.0

20歳代 61 11.5 39.3 44.3 3.3 1.6

30歳代 109 5.5 38.5 37.6 13.8 4.6

40歳代 183 6.0 31.7 45.4 13.7 3.3

50歳代 220 6.4 30.0 40.9 17.3 5.5

60歳代 281 4.6 31.7 47.3 12.5 3.9

70歳代 263 7.6 37.6 38.0 15.6 1.1

80歳以上 168 18.5 33.3 35.1 11.3 1.8

単身（ひとり暮らし） 109 9.2 35.8 45.0 7.3 2.8

一世代（夫婦のみ） 293 8.5 34.1 36.9 17.1 3.4

二世代（親と子） 644 7.0 34.6 43.3 12.0 3.1

三世代（親と子と孫） 195 8.7 32.3 40.0 14.9 4.1

兄弟姉妹 11 18.2 9.1 45.5 27.3 0.0

その他 43 9.3 37.2 34.9 18.6 0.0

旧島田市内・大津 556 8.6 34.5 38.1 15.1 3.6

六合地区 212 5.7 33.5 46.7 10.4 3.8

初倉地区 161 11.2 39.8 38.5 9.9 0.6

伊久身・大長地区 44 9.1 27.3 40.9 15.9 6.8

金谷地区 250 6.4 32.4 45.2 12.4 3.6

川根地区 70 5.7 30.0 40.0 22.9 1.4

性別

年齢

家族構

成

居住地

域
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設問 10-2 「あまり思わない」もしくは「全く思わない」と答えた方に伺います。なぜそう思わないのか、

その理由について考えられることを教えてください。 

 

 自由記述にて出された意見を政策分野別に分類すると、「経済・産業」に関するものが 41件で最多であり、

市街地の賑わいや就業先の確保に関連するものが挙げられている。次いで、「環境・自然・生活」に関するも

のが 26件であり、特に治安の面で安心感を得にくいという意見が挙げられている。また、そもそも市の将来

像を認識していなかったという意見も多く見られ、各政策の実施はもとより、施策や取組等の周知や浸透も

重要である。 

 

 
  

主な意見
意見の
延べ件数

政策分野

• 大雨や台風の際の土砂災害に対する支援があるのか心配
• 高齢化が進み、医療機関も少ないため、受診の待ちにより大変混雑している

22件防災・福祉・健康

• 婚姻件数が増え、育休制度を徹底するような取組を行ってほしい
• 希望の保育園に入園させることが困難な状況が改善されていない

5件子育て・教育

• 若年層が働くことのできる仕事先がない
• 特に島田駅周辺のシャッター街に活気がない
• 在来の商業、企業を守る政策を求める

41件経済・産業

• 交通の便が悪いため、車を持っていない世帯では市の施設を利用したくても足が遠のいてしまう
• 街灯が少ないため、特に夜は安心して歩くことが難しいことから、安心のまちとは言いにくい
• 治安が悪くなっているように感じる

26件環境・自然・生活

• 移住者の受入状況と実際に越してきた感覚が異なっており、閉鎖的で暮らしづらいと感じる
• 島田市の魅力のアピールが弱いと思う
• 特にキャンプ場などでの観光客のマナーの悪さが目立つようになってきている

5件歴史・文化・地域

• 街の整備が旧島田市ばかりに偏っているように感じる
• 帯通りは雑草が多く、また、本通りの景観が良くないと感じる
• 新しい住宅が建つようになったが、道路の整備が行われていない

9件都市基盤

• 市政の内容があまり市民に普及していないため、もっとわかりやすい説明がほしい
• 地域住民どうしの関係が希薄になっていると感じる

20件行財政

• そもそも市の将来像のことを認識しておらず、定着もしていないと思う
• どのような具体的な事業が「笑顔」や「安心」につながっているのかわからない

77件その他
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設問 11 あなたは、いまの島田市が以下の政策分野別に示すまちの姿になっていると思いますか？ 

 

「安全で健やかに暮らせるまち」、「子育て・教育環境が充実するまち」及び「住みよい生活環境があり自

然とともに生きるまち」については、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」というポジティブな回答を

した割合が７割以上を占めている。他方、「地域経済をリードするまち」及び「人口減少社会に挑戦する経営

改革」については、「どちらかといえばそう思わない」「思わない」と回答した割合が７割を占めている。 

 

【N=1281】 

 

 

【① 安全で健やかに暮らせるまち】 

家族構成別で「そう思う」と回答した割合は、単身（ひとり暮らし）が最も高く（24.3％）、二世代（親と

子）が 14.4％と最も小さかった。地区別では、伊久身・大長地区及び川根地区について、「どちらかといえ

ば思わない」の割合が高く、また、川根地区は「そう思う」と回答した割合が 10％未満と非常に少ない。 
  

                                       （％） 

 

  

16.9 

10.3 

2.7 

10.5 

6.6 

7.3 

2.9 

64.9 

61.5 

23.8 

62.3 

43.5 

43.6 

24.8 

15.9 

23.8 

54.6 

23.4 

41.8 

39.6 

56.6 

2.3 

4.4 

18.9 

3.8 

8.1 

9.5 

15.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①安全で健やかに暮らせるまち

（防災、消防、健康づくり、介護、地域福祉など）

②子育て・教育環境が充実するまち

（子育て、学校支援、教育、スポーツ活動など）

③地域経済をリードするまち

（中手企業支援、街のにぎわい、農林業、観光など）

④住みよい生活環境があり、自然とともに生きるまち

（森林環境、農地保全、防犯、交通安全、人権など）

⑤歴史・文化がかがやく、人が集まるまち

（歴史・文化の情報発信、広報、移住支援など）

⑥ひと・地域を支える都市基盤が充実するまち

（生活道路、河川、公園、水道の整備など）

⑦人口減少社会に挑戦する経営改革（行財政）

（市民協働、行財政改革、人材育成、広域連携など）

そう思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない そう思わない

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 572 16.4 61.9 18.5 3.1

女性 690 17.8 67.2 13.3 1.6

その他 3 0.0 66.7 33.3 0.0

回答しない 11 0.0 54.5 45.5 0.0

10歳代 12 41.7 41.7 16.7 0.0

20歳代 61 19.7 62.3 16.4 1.6

30歳代 109 19.3 58.7 20.2 1.8

40歳代 183 13.7 68.9 16.4 1.1

50歳代 219 11.4 67.1 18.7 2.7

60歳代 278 9.0 69.1 17.6 4.3

70歳代 257 21.4 65.0 12.1 1.6

80歳以上 159 30.2 56.6 11.9 1.3

単身（ひとり暮らし） 107 24.3 62.6 11.2 1.9

一世代（夫婦のみ） 289 19.7 62.3 15.2 2.8

二世代（親と子） 637 14.4 67.3 16.3 1.9

三世代（親と子と孫） 192 16.1 62.5 18.2 3.1

兄弟姉妹 9 22.2 77.8 0.0 0.0

その他 42 19.0 57.1 21.4 2.4

旧島田市内・大津 546 17.9 66.5 13.9 1.6

六合地区 209 17.2 68.4 11.0 3.3

初倉地区 159 20.8 63.5 14.5 1.3

伊久身・大長地区 44 13.6 59.1 25.0 2.3

金谷地区 250 15.2 60.8 20.8 3.2

川根地区 67 7.5 62.7 26.9 3.0

①安全で健やかに暮らせるまち

性別

年齢

家族構成

居住地域
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【② 子育て・教育環境が充実するまち】 

年代別では、特に 30歳代の子育て親世代について、「どちらかといえば思う」の割合が低く、「そう思わな

い」の割合が最も高い一方で、70～80歳代にかけては逆の傾向が出ている。地区別では、伊久身・大長地区

及び川根地区において比較的ネガティブな割合が高い。 
                   

                                          （％） 

 
 

【③ 地域経済をリードするまち】 

年代別では、40 歳代を境に、若年層では「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した割合が高

く、50 歳代以上では「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」の割合が高い。地区別では、伊久

身・大長地区及び川根地区について、「どちらかといえば思わない」と割合が高くネガティブな回答をした割

合が高い。 
                                         （％） 

 
  

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 557 9.7 56.9 26.4 7.0

女性 670 11.0 65.7 21.0 2.2

その他 3 0.0 33.3 33.3 33.3

回答しない 11 0.0 45.5 54.5 0.0

10歳代 12 33.3 41.7 16.7 8.3

20歳代 61 16.4 57.4 26.2 0.0

30歳代 107 14.0 52.3 20.6 13.1

40歳代 183 10.4 61.2 22.4 6.0

50歳代 217 8.8 57.1 30.0 4.1

60歳代 273 4.8 62.6 27.8 4.8

70歳代 244 11.9 64.8 20.9 2.5

80歳以上 145 13.1 70.3 15.9 0.7

単身（ひとり暮らし） 99 9.1 66.7 21.2 3.0

一世代（夫婦のみ） 280 7.9 64.3 23.9 3.9

二世代（親と子） 627 10.7 60.8 23.8 4.8

三世代（親と子と孫） 188 15.4 55.3 23.9 5.3

兄弟姉妹 8 0.0 87.5 12.5 0.0

その他 40 2.5 62.5 32.5 2.5

旧島田市内・大津 536 12.3 63.2 20.5 3.9

六合地区 204 12.7 60.3 21.1 5.9

初倉地区 154 8.4 64.9 21.4 5.2

伊久身・大長地区 43 2.3 58.1 32.6 7.0

金谷地区 237 7.2 58.2 31.2 3.4

川根地区 65 7.7 55.4 32.3 4.6

②子育て・教育環境が充実するまち

性別

年齢

家族構成

居住地域

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 567 3.4 22.8 52.9 21.0

女性 676 2.2 25.0 55.5 17.3

その他 3 0.0 33.3 33.3 33.3

回答しない 12 0.0 8.3 91.7 0.0

10歳代 12 25.0 33.3 41.7 0.0

20歳代 61 9.8 45.9 32.8 11.5

30歳代 109 1.8 37.6 44.0 16.5

40歳代 183 1.6 31.1 47.0 20.2

50歳代 218 2.3 20.2 53.7 23.9

60歳代 274 0.4 15.7 61.7 22.3

70歳代 254 2.8 19.3 61.8 16.1

80歳以上 149 4.7 23.5 57.0 14.8

単身（ひとり暮らし） 100 3.0 26.0 54.0 17.0

一世代（夫婦のみ） 283 2.1 19.1 61.5 17.3

二世代（親と子） 635 2.7 25.7 52.8 18.9

三世代（親と子と孫） 191 2.6 20.4 52.9 24.1

兄弟姉妹 9 11.1 44.4 44.4 0.0

その他 41 4.9 34.1 46.3 14.6

旧島田市内・大津 542 3.1 23.4 52.2 21.2

六合地区 206 2.9 25.7 54.9 16.5

初倉地区 155 1.3 34.8 49.7 14.2

伊久身・大長地区 43 4.7 9.3 67.4 18.6

金谷地区 244 2.0 20.1 58.2 19.7

川根地区 66 3.0 15.2 63.6 18.2

性別

年齢

家族構成

居住地域

③地域経済をリードするまち
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【④ 住みよい生活環境があり、自然とともに生きるまち】 

「そう思う」と回答した割合は、50歳代以上の年代が若年層よりも低い。地区別では、川根地区及び伊久

身・大長地区の「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合計した割合が他の地域と比較して約 10％低

い。 

 
                                      （％） 

 
 

【⑤ 歴史・文化がかがやく、人が集まるまち】 

年代別では、若年層は比較的「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合が高いが、60 歳以上の年

代は、「どちらかといえばそう思わない」の割合が約５割と高くなっている。居住地域別では、旧島田市内・

大津及び初倉地区について、「どちらかといえば思う」と回答した割合が高く、川根地区はその半分の割合と

非常に低くなっている。 

 
                                                    （％） 

 

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 565 12.7 58.9 24.4 3.9

女性 681 9.0 65.3 22.0 3.7

その他 3 0.0 33.3 33.3 33.3

回答しない 11 0.0 45.5 54.5 0.0

10歳代 12 33.3 41.7 25.0 0.0

20歳代 61 26.2 47.5 23.0 3.3

30歳代 109 11.0 57.8 26.6 4.6

40歳代 181 12.7 63.0 19.9 4.4

50歳代 218 7.8 62.8 23.9 5.5

60歳代 278 4.7 66.5 24.5 4.3

70歳代 253 10.7 61.3 25.3 2.8

80歳以上 149 14.1 64.4 20.1 1.3

単身（ひとり暮らし） 104 14.4 62.5 17.3 5.8

一世代（夫婦のみ） 283 8.8 64.0 24.0 3.2

二世代（親と子） 634 10.9 61.7 24.0 3.5

三世代（親と子と孫） 190 9.5 60.0 25.8 4.7

兄弟姉妹 8 12.5 62.5 12.5 12.5

その他 41 12.2 68.3 17.1 2.4

旧島田市内・大津 543 12.2 63.2 21.0 3.7

六合地区 206 9.7 63.6 22.8 3.9

初倉地区 154 10.4 68.2 18.2 3.2

伊久身・大長地区 43 4.7 55.8 34.9 4.7

金谷地区 245 8.6 60.4 25.7 5.3

川根地区 66 12.1 45.5 42.4 0.0

性別

年齢

家族構成

居住地域

④住みよい生活環境があり、自然とともに生きるま

ち

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 566 6.4 42.8 41.5 9.4

女性 679 6.9 44.2 41.8 7.1

その他 3 0.0 0.0 100.0 0.0

回答しない 11 0.0 54.5 45.5 0.0

10歳代 12 25.0 58.3 16.7 0.0

20歳代 61 26.2 36.1 31.1 6.6

30歳代 109 7.3 49.5 32.1 11.0

40歳代 183 8.7 51.9 32.2 7.1

50歳代 218 5.5 48.6 38.1 7.8

60歳代 274 1.5 42.7 46.7 9.1

70歳代 256 4.7 35.9 50.4 9.0

80歳以上 147 8.2 38.1 49.0 4.8

単身（ひとり暮らし） 102 8.8 39.2 45.1 6.9

一世代（夫婦のみ） 284 5.3 40.1 47.5 7.0

二世代（親と子） 633 6.8 45.7 39.3 8.2

三世代（親と子と孫） 191 7.9 42.9 39.3 9.9

兄弟姉妹 8 0.0 75.0 25.0 0.0

その他 41 2.4 43.9 46.3 7.3

旧島田市内・大津 541 8.1 46.6 37.5 7.8

六合地区 205 6.8 36.6 46.8 9.8

初倉地区 157 3.8 52.2 38.2 5.7

伊久身・大長地区 43 2.3 39.5 48.8 9.3

金谷地区 243 4.9 42.4 43.6 9.1

川根地区 67 9.0 25.4 58.2 7.5

性別

年齢

家族構成

居住地域

⑤歴史・文化がかがやく、人が集まるまち
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【⑥ ひと・地域を支える都市基盤が充実するまち】 

家族構成では、単身の世帯が比較的ポジティブな割合が高く、「どちらかといえば思う」の割合は５割を超

えている。他方、一世代の世帯は約 20％低い 35.8％となっている。地区別では、旧島田市内・大津及び六合

地区について、「どちらかといえば思う」と回答した割合が高いが、川根地区は 20％低い 28.4％となってお

り、「どちらかといえば思わない」というネガティブな割合が高い。 
 

                                                    （％） 

 

 

【⑦ 人口減少社会に挑戦する経営改革（行財政）】 

年代別では、30歳代以下の若年層は比較的ポジティブな割合が高いが、50～70歳代以上の高齢層は「どち

らかといえばそう思う」の割合が低くなっている。また、地区別では、初倉地区において、「どちらかといえ

ば思う」の割合が他地区に比べて高い。 
 

                                                   （％） 

  

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 569 8.6 40.1 39.7 11.6

女性 680 6.5 46.3 39.6 7.6

その他 3 0.0 33.3 33.3 33.3

回答しない 12 0.0 50.0 41.7 8.3

10歳代 12 33.3 41.7 16.7 8.3

20歳代 61 16.4 52.5 24.6 6.6

30歳代 109 5.5 47.7 34.9 11.9

40歳代 183 7.1 49.7 34.4 8.7

50歳代 219 4.1 45.2 38.4 12.3

60歳代 277 4.7 36.1 48.7 10.5

70歳代 256 6.6 39.8 46.1 7.4

80歳以上 149 14.1 47.0 31.5 7.4

単身（ひとり暮らし） 102 8.8 54.9 28.4 7.8

一世代（夫婦のみ） 288 6.9 35.8 49.7 7.6

二世代（親と子） 635 7.1 45.7 38.3 9.0

三世代（親と子と孫） 190 6.8 43.2 36.8 13.2

兄弟姉妹 9 11.1 44.4 33.3 11.1

その他 42 11.9 40.5 33.3 14.3

旧島田市内・大津 545 9.2 47.5 35.2 8.1

六合地区 205 8.8 47.3 33.2 10.7

初倉地区 158 3.2 43.7 39.9 13.3

伊久身・大長地区 43 4.7 37.2 46.5 11.6

金谷地区 244 4.9 37.3 49.6 8.2

川根地区 67 7.5 28.4 52.2 11.9

年齢

家族構成

居住地域

⑥ひと・地域を支える都市基盤が充実するまち

性別

回答数 そう思う
どちらかと

いえば思う

どちらかと

いえば思わ

ない

そう思わな

い

男性 563 3.0 23.6 54.7 18.7

女性 674 3.0 26.0 58.0 13.1

その他 3 0.0 0.0 66.7 33.3

回答しない 11 0.0 9.1 72.7 18.2

10歳代 12 25.0 33.3 41.7 0.0

20歳代 61 9.8 34.4 44.3 11.5

30歳代 109 0.9 35.8 44.0 19.3

40歳代 183 1.6 30.1 49.7 18.6

50歳代 219 2.7 19.6 60.3 17.4

60歳代 275 0.4 15.3 66.5 17.8

70歳代 250 3.2 22.4 60.8 13.6

80歳以上 144 6.3 34.7 50.0 9.0

単身（ひとり暮らし） 99 4.0 30.3 53.5 12.1

一世代（夫婦のみ） 284 2.5 23.9 59.9 13.7

二世代（親と子） 631 3.0 24.9 57.2 14.9

三世代（親と子と孫） 190 3.7 21.6 51.6 23.2

兄弟姉妹 8 0.0 12.5 87.5 0.0

その他 40 0.0 30.0 55.0 15.0

旧島田市内・大津 540 2.8 25.2 56.5 15.6

六合地区 205 5.4 23.9 56.1 14.6

初倉地区 156 2.6 32.1 51.9 13.5

伊久身・大長地区 43 0.0 23.3 60.5 16.3

金谷地区 239 2.5 20.9 58.6 18.0

川根地区 66 1.5 19.7 60.6 18.2

性別

年齢

家族構成

居住地域

⑦人口減少社会に挑戦する経営改革



16 

 

４ これからのまちづくりについておたずねします。  
 

設問 12 これからのまちづくりを進めていく上で、あなたが重要だと思う取組を教えてください。＜３つま

で選択＞ 

 

【政策分野１：防災・福祉・健康】 

防災・福祉・健康分野では、「島田市総合医療センターにおける質の高い医療の提供」と「医療と介護の連

携などの地域医療の確保と充実」の回答数が突出して多い。「島田市総合医療センターにおける質の高い医

療の提供」については、回答者全体の約 20％が最も重要な取組だと考えている。 

 

【N=1267】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人のうち、最も重要度が高い取組は「地

域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり（16.1％）」で、次いで、「消防

団の強化、職員の育成などの市の危機管理体制の強化（15.0％）」となっている。設問 11で「どちらかとい

えばそう思わない」「そう思わない」の回答と比較すると、「自主防災組織の行う訓練や資機材配備の支援」

の重要度の割合の差が最も大きい。 

 

【N=1125】 

 
 

90 

52 

108 

59 

111 

71 

260 

155 

48 

48 

65 

62 

28 

39 

26 

12 

21 

12 

41 

43 

83 

58 

73 

84 

167 

188 

52 

71 

77 

98 

70 

57 

36 

24 

19 

10 

39 

38 

65 

44 
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61 
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130 

77 

54 

46 

51 

15 
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消防団の強化、職員の育成などの市の危機管理体制の強化

自主防災組織の行う訓練や資機材配備の支援

木造住宅の耐震化支援、同報無線の整備などの市民の安全確保の支援

広域の消防救急体制を含めた関係機関等との連携体制の充実強化

パンデミックを踏まえた災害対応

市民の健康意識を高め、健康づくりを支援

島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供

医療と介護の連携などの地域医療の確保と充実

国民健康保険制度の安定運営

高齢者の自立した生活と健康寿命の延伸

地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり

医療、障害、生活困窮などの高齢者の状況に応じた総合的な支援

介護保険サービスの適正な提供

地域住民、行政、社会福祉協議会が連携した地域福祉活動の推進

生活困窮者が自立した生活を送ることができるよう支援

障害の相互理解と障害者の社会参加の促進

相談体制の充実、権利擁護施策の推進などの障害福祉サービスの充実

特になし

危
機
管
理
・
防
災
・
消
防

健
康
づ
く
り
・
地

域
医
療

高
齢

者
・

介
護

地
域
福
祉
・
障
害
福
祉

１番目 ２番目 ３番目

15.0%

13.4%

8.7%

4.0%

8.5%

8.4%

11.7%

10.7%

9.0%

11.4%

2.4%

4.3%

4.6%

7.0%

6.5%

3.7%

4.8%

3.7%

16.1%

17.1%

3.5% 1.9%

3.0%3.7%

2.2%

4.0%
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そう思う/

どちらかといえばそう思う

そう思わない/

どちらかといえばそう思わない

消防団の強化、職員の育成などの市の危機管理体制の強化 自主防災組織の行う訓練や資機材配備の支援

木造住宅の耐震化支援、同報無線の整備などの市民の安全確保の支援 広域の消防救急体制を含めた関係機関等との連携体制の充実強化

パンデミックを踏まえた災害対応 市民の健康意識を高め、健康づくりを支援

島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供 医療と介護の連携などの地域医療の確保と充実

国民健康保険制度の安定運営 高齢者の自立した生活と健康寿命の延伸

地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり 医療、障害、生活困窮などの高齢者の状況に応じた総合的な支援

介護保険サービスの適正な提供 地域住民、行政、社会福祉協議会が連携した地域福祉活動の推進

生活困窮者が自立した生活を送ることができるよう支援 障害の相互理解と障害者の社会参加の促進

相談体制の充実、権利擁護施策の推進などの障害福祉サービスの充実
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11 のポジティブな回答のうち、重要度の高い取組は「地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢

者が安心して暮らせる環境づくり」、次いで、「島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供」で

あったが、設問 11で「そう思う」と回答した人の評価では、「島田市立総合医療センターにおける質の高い

医療の提供」が最も多く、次いで、「地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境

づくり」となっている。設問 11の「どちらかといえばそう思う」と回答した人の評価では、「地域ぐるみで

高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり」、次いで、「医療と介護の連携などの地域

医療の確保と充実」の回答数が多かった。 

 

【N=1048】 

 
 

設問 11 でのネガティブな回答のうち、重要度の高い取組は「地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高

齢者が安心して暮らせる環境づくり」、次いで「島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供」と

なっている。設問 11での「そう思わない」という回答のうち、「広域の消防救急体制を含めた関係機関等と

の連携体制の充実強化」と回答した数が最も多かった。 

 

【N=233】 
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消防団の強化、職員の育成などの市の危機管理体制の強化

自主防災組織の行う訓練や資機材配備の支援

木造住宅の耐震化支援、同報無線の整備などの市民の安全確保の支援

広域の消防救急体制を含めた関係機関等との連携体制の充実強化

パンデミックを踏まえた災害対応

市民の健康意識を高め、健康づくりを支援

島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供

医療と介護の連携などの地域医療の確保と充実

国民健康保険制度の安定運営

高齢者の自立した生活と健康寿命の延伸

地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり

医療、障害、生活困窮などの高齢者の状況に応じた総合的な支援

介護保険サービスの適正な提供

地域住民、行政、社会福祉協議会が連携した地域福祉活動の推進

生活困窮者が自立した生活を送ることができるよう支援

障害の相互理解と障害者の社会参加の促進

相談体制の充実、権利擁護施策の推進などの障害福祉サービスの充実

そう思う どちらかといえばそう思もう
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消防団の強化、職員の育成などの市の危機管理体制の強化

自主防災組織の行う訓練や資機材配備の支援

木造住宅の耐震化支援、同報無線の整備などの市民の安全確保の支援

広域の消防救急体制を含めた関係機関等との連携体制の充実強化

パンデミックを踏まえた災害対応

市民の健康意識を高め、健康づくりを支援

島田市立総合医療センターにおける質の高い医療の提供

医療と介護の連携などの地域医療の確保と充実

国民健康保険制度の安定運営

高齢者の自立した生活と健康寿命の延伸

地域ぐるみで高齢者を見守る体制などの高齢者が安心して暮らせる環境づくり

医療、障害、生活困窮などの高齢者の状況に応じた総合的な支援

介護保険サービスの適正な提供

地域住民、行政、社会福祉協議会が連携した地域福祉活動の推進

生活困窮者が自立した生活を送ることができるよう支援

障害の相互理解と障害者の社会参加の促進

相談体制の充実、権利擁護施策の推進などの障害福祉サービスの充実

どちらかといえばそう思わない そう思わない
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【政策分野２：子育て・教育】 

子育て・教育分野では、「いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境

づくり」の回答数が突出しており、最も重要な取組であると回答した数も 190件と最も多い。次いで、「障害

のある子どもや、低所得層のひとり親世帯などの子ども一人ひとりの状況に応じた支援」と回答した数が多

いが、最も重要な取組と回答した数は「島田市結婚支援ネットワーク、不妊治療の支援などの家庭を持ちた

くなる環境づくり」の方が多い。 

 

【N=1238】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11で「そう思う」「どちらかといえばそう思う」という回答のうち、最も重要度が高い取組は「いじ

め防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境づくり（15.4％）」で、次いで

「島田市結婚支援ネットワーク、不妊治療の支援などの家庭を持ちたくなる環境づくり（14.4％）」となって

いる。設問 11で「どちらかというとそう思わない」「そう思わない」と回答した人の重要度付けも同様の傾

向が見られた。設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ネガティブな回答

の方が「放課後児童クラブ等の待機児童解消などの保育環境の更なる充実」や「スポーツ活動しやすくなる

ような施設整備」を重視する傾向がある。 

 

【N=1187】 

 
 

169 

89 

101 

134 

110 

33 

61 

65 

51 

190 

34 

23 

25 

32 

31 

11 

47 

12 

31 

73 

71 

83 

112 

41 

74 

91 

86 

211 

47 

48 

47 

44 

36 

7 

36 

8 

40 

15 

49 

35 

51 

64 

52 

25 

67 

10 

67 

76 

148 

69 

51 

82 

75 

62 

16 

54 

21 

98 

19 

0 100 200 300 400 500 600
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子育て仲間同士の交流機会の創出などの子育てを温かく見守る環境づくり
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放課後児童クラブ等の待機児童解消などの保育環境の更なる充実

学校運営協議会の実施、寺子屋の実施などの教育力の向上

地域の人・資源を活かした学びの場の創出

講座の開催、読み聞かせ活動の推進などの子育て学習の支援

小中学校等の連携による就学支援などの子どもの成長を支える教育環境の構築

小中学校におけるプログラミング教育などのデジタル社会で活躍できる児童・生徒の育成

いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境づくり

安全・安心でおいしい学校給食の提供

学校施設の適切な管理運営

遠距離通学の交通手段の確保などの子どもにとって望ましい学校環境づくり

生涯学習の充実

青少年の健全な育成支援

読書活動の支援

生涯スポーツの普及

競技スポーツの推進
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妊娠から子育て期までのサポーター派遣などの親子の心身の保護 障害のある子どもや、低所得層のひとり親世帯などの子ども一人ひとりの状況に応じた支援

放課後児童クラブ等の待機児童解消などの保育環境の更なる充実 学校運営協議会の実施、寺子屋3の実施などの教育力の向上

地域の人・資源を活かした学びの場の創出 講座の開催、読み聞かせ活動の推進などの子育て学習の支援

小中学校等の連携による就学支援などの子どもの成長を支える教育環境の構築 小中学校におけるプログラミング教育４などのデジタル社会で活躍できる児童・生徒の育成

いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境づくり 安全・安心でおいしい学校給食の提供

学校施設の適切な管理運営 遠距離通学の交通手段の確保などの子どもにとって望ましい学校環境づくり

生涯学習の充実 青少年の健全な育成支援

読書活動の支援 生涯スポーツの普及

競技スポーツの推進 スポーツ活動しやすくなるような施設整備
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11のポジティブな回答のうち、重要度が高い取組は「いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応など

の安心して教育を受けられる環境づくり」で突出して回答数が多く、次いで「障害のある子どもや、低所得

層のひとり親世帯などの子ども一人ひとりの状況に応じた支援」となっている。「読書活動の支援」について

は回答数が最も少なく、相対的に優先度は最も低い。 

 

【N=894】 

 

 

設問 11でネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対

応などの安心して教育を受けられる環境づくり」で、次いで回答数の多い「放課後児童クラブ等の待機児童

解消などの保育環境の更なる充実」の２倍以上の件数となっている。相対的に重要度の低い取組は、「講座の

開催、読み聞かせ活動の推進などの子育て学習の支援」「競技スポーツの推進」であった。 

 

【N=351】 
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島田市結婚支援ネットワーク、不妊治療の支援などの家庭を持ちたくなる環境づくり

子育て仲間同士の交流機会の創出などの子育てを温かく見守る環境づくり

妊娠から子育て期までのサポーター派遣などの親子の心身の保護

障害のある子どもや、低所得層のひとり親世帯などの子ども一人ひとりの状況に応じた支援

放課後児童クラブ等の待機児童解消などの保育環境の更なる充実

学校運営協議会の実施、寺子屋3の実施などの教育力の向上

地域の人・資源を活かした学びの場の創出

講座の開催、読み聞かせ活動の推進などの子育て学習の支援

小中学校等の連携による就学支援などの子どもの成長を支える教育環境の構築

小中学校におけるプログラミング教育４などのデジタル社会で活躍できる児童・生徒の育成

いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境づくり

安全・安心でおいしい学校給食の提供

学校施設の適切な管理運営

遠距離通学の交通手段の確保などの子どもにとって望ましい学校環境づくり

生涯学習の充実

青少年の健全な育成支援

読書活動の支援

生涯スポーツの普及

競技スポーツの推進

スポーツ活動しやすくなるような施設整備

そう思う どちらかといえばそう思もう
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島田市結婚支援ネットワーク、不妊治療の支援などの家庭を持ちたくなる環境づくり

子育て仲間同士の交流機会の創出などの子育てを温かく見守る環境づくり

妊娠から子育て期までのサポーター派遣などの親子の心身の保護

障害のある子どもや、低所得層のひとり親世帯などの子ども一人ひとりの状況に応じた支援

放課後児童クラブ等の待機児童解消などの保育環境の更なる充実

学校運営協議会の実施、寺子屋3の実施などの教育力の向上

地域の人・資源を活かした学びの場の創出

講座の開催、読み聞かせ活動の推進などの子育て学習の支援

小中学校等の連携による就学支援などの子どもの成長を支える教育環境の構築

小中学校におけるプログラミング教育４などのデジタル社会で活躍できる児童・生徒の育成

いじめ防止、不登校へのきめ細やかな対応などの安心して教育を受けられる環境づくり
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青少年の健全な育成支援

読書活動の支援

生涯スポーツの普及

競技スポーツの推進

スポーツ活動しやすくなるような施設整備

どちらかといえばそう思わない そう思わない
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【政策分野３：経済・産業】 

経済・産業分野では、「空き家、空き店舗の有効活用による、中心市街地のにぎわい促進」及び「若者の UIJ

ターンの促進や、起業希望者・女性・高齢者の就職支援」の回答数が突出して多い。最も重要度が高いと評

価される取組では、上記の順序が逆転している。「中小企業のデジタルシフト」については、重要度は最も低

いと評価されている。 

 

【N=1258】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ネガティブな回答の方が「空き

家、空き店舗の有効活用による、中心市街地のにぎわい促進」や「地域産業の創出」を特に重視する傾向が

ある。 

 

【N=1226】 
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若者のUIJターンの促進や、起業希望者・女性・高齢者の就職支援

テレワークの推進、サテライトオフィスの整備

ワーク・ライフ・バランスの推進などの働きやすい職場環境づくり

中小企業の経営安定化等のための支援

中小企業のデジタルシフトの支援

地域産業の創出

空き家、空き店舗の有効活用による、中心市街地のにぎわい促進

マルシェや商店街、駅前等を回遊するイベントによる、公共空間の有効活用

チャレンジする商店主の支援

スマート農業や農業の6次産業化支援、新規就農者支援

農地の集約、農業の機械化の促進などの農業の生産体制強化

農道・林道の改良などの農林業生産基盤の整備推進

KADODE OOIGAWA等と連携した販売促進、商品開発などの茶業の振興

地域資源を生かした「稼ぐ観光」の推進

魅力ある観光情報を効果的に発信し、交流人口を拡大

蓬莱橋周辺の整備を進め、観光客の満足度を向上

川越し街道の魅力を高めたにぎわい創出
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ワーク・ライフ・バランス4の推進などの働きやすい職場環境づくり 中小企業の経営安定化等のための支援
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KADODE OOIGAWA等と連携した販売促進、商品開発などの茶業の振興 地域資源を生かした「稼ぐ観光」の推進

魅力ある観光情報を効果的に発信し、交流人口を拡大 蓬莱橋周辺の整備を進め、観光客の満足度を向上

川越し街道の魅力を高めたにぎわい創出
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11でのポジティブな回答のうち、重要度が高い取組は「若者の UIJターンの促進や、起業希望者・女

性・高齢者の就職支援」で、次いで、「空き家、空き店舗の有効活用による、中心市街地のにぎわい促進」と

なっている。「ワーク・ライフ・バランスの推進などの働きやすい職場環境づくり」の回答数は３番目に高く、

働き方に関する重要度も高いが、「中小企業のデジタルシフト」については、最も回答数が少なかった。 

 

【N=335】 

 
 

設問 11 でのネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「空き家、空き店舗の有効活用による、

中心市街地のにぎわい促進」が突出して多く、次いで、「若者の UIJターンの促進や、起業希望者・女性・高

齢者の就職支援」とポジティブな回答と同じ傾向を示した。ポジティブな回答の場合、「ワーク・ライフ・バ

ランスの推進などの働きやすい職場環境づくり」の回答数は３番目に高かったが、ネガティブな回答の場合、

「スマート農業や農業の 6次産業化支援、新規就農者支援」が３番目となった。 

 

【N=928】 
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川越し街道の魅力を高めたにぎわい創出

そう思う どちらかといえばそう思もう
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【政策分野４：環境・自然・生活】 

環境・自然・生活分野では、「農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」、次いで、

「再生可能エネルギーの利活用などによる、エネルギーの地産地消」、また、「地域の実情に応じた公共交通

機関の運行」の回答数は同程度であった。最も重要度が高い取組は「再生可能エネルギーの利活用などによ

る、エネルギーの地産地消」、次いで、「農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」

となった。「生垣づくり支援、さくら並木の保護育成などのまちの緑化推進」は最も重要度が低いと評価され

ている。 

 

【N=1261】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ネガティブな回答の方が「農地

や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」や「リニア新幹線整備における水資源と自然

環境の保全」、「地域の実情に応じた公共交通機関の運行」を重視する傾向がある。 

 

【N=1229】 

  

209 

33 

101 

88 

33 

38 

170 

12 

66 

24 

138 

26 

76 

44 

108 

20 

21 

28 

16 

10 

89 

42 

60 

66 

26 

50 

133 

34 

84 

39 

104 

49 

121 

81 

101 

39 

52 

44 

22 

9 

61 

29 

64 

62 

22 

38 

105 

20 

52 

31 

82 

23 

119 

86 

144 

65 

100 

48 

52 

18 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

再生可能エネルギーの利活用などによる、エネルギーの地産地消

省エネルギーの推進

資源リサイクルの推進

ごみの減量

子どもをリーダーとする「アース・キッズ事業」などの環境教育・学習の推進

森林環境の保全

農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消

生垣づくり支援、さくら並木の保護育成などのまちの緑化推進

水質調査の定期的な実施などの、水資源の保全

水辺空間の環境保全、水の大切さを伝える啓発活動などの水環境の保護

リニア新幹線整備における水資源と自然環境の保全

地区計画に基づいた快適なまちづくり、安定した市営住宅の供給

空き家対策の強化

防犯活動の推進

地域の実情に応じた公共交通機関の運行

交通安全対策の推進

悪質商法等の被害の未然防止、相談体制の充実などの消費生活対策の推進

人権が尊重される社会、男女共同参画社会の実現

国籍や文化にとらわれない多様な価値を認め合う、共生社会の実現

特になし

脱
炭

素
社

会
・

エ
ネ

ル
ギ

ー

地
産

地
消

・
循

環
型

社
会

・

環
境
教
育

森
林
環
境
の
保
全
・
農

地
保
全
・
緑
化
活
動

水
環
境

住
宅
・
防
犯
・
公
共
交
通
・
消
費
生
活
・
人
権

１番目 ２番目 ３番目

18.4%

12.0%

3.1% 9.1%

4.5%

6.8%

6.9%

2.9%

3.6%

11.3%

19.6%

4.8%

6.9%

10.6%

12.3%

6.1%

5.4%

4.0%

2.4%

8.2%

9.3% 3.3%

2.2%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う/

どちらかといえばそう思う

そう思わない/

どちらかといえばそう思わない

再生可能エネルギーの利活用などによる、エネルギーの地産地消 省エネルギーの推進

資源リサイクルの推進 ごみの減量

子どもをリーダーとする「アース・キッズ事業」などの環境教育・学習の推進 森林環境の保全

農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消 生垣づくり支援、さくら並木の保護育成などのまちの緑化推進

水質調査の定期的な実施などの、水資源の保全 水辺空間の環境保全、水の大切さを伝える啓発活動などの水環境の保護

リニア新幹線整備における水資源と自然環境の保全 地区計画に基づいた快適なまちづくり、安定した市営住宅の供給

空き家対策の強化 防犯活動の推進

地域の実情に応じた公共交通機関の運行 交通安全対策の推進

悪質商法等の被害の未然防止、相談体制の充実などの消費生活対策の推進 人権が尊重される社会、男女共同参画社会の実現

国籍や文化にとらわれない多様な価値を認め合う、共生社会の実現



23 

 

 

（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11のポジティブな回答のうち、重要度が高い取組は「再生可能エネルギーの利活用などによる、エネ

ルギーの地産地消」次いで「農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」となってお

り、両者の回答数の合計は 200件を超えている。設問 11 で「そう思う」と回答した人のうち最も重要度が高

い取組は、「農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」だが、次いで、「リニア新幹

線整備における水資源と自然環境の保全」の回答数が多い。 

 

【N=920】 

 
 

設問 11 でのネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「農地や森林の保全・整備・維持管理、

荒廃農地の発生抑制と解消」で、次いで、「地域の実情に応じた公共交通機関の運行」となった。「そう思わ

ない」という回答の中では、「農地や森林の保全・整備・維持管理、荒廃農地の発生抑制と解消」のほか、「リ

ニア新幹線整備における水資源と自然環境の保全」や「空き家対策の強化」の回答数も多かった。 

 

【N=344】 
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【政策分野５：歴史・文化・地域】 

歴史・文化・地域分野では、「多様なメディアと連携した積極的な島田市の情報発信」、次いで、「ふるさと

納税制度を活用した魅力の発信、島田を応援してくれる企業との連携」の回答数が多かった。最も重要度が

高い取組は「文化財の適切な保存整備などによる歴史資源の保護、活用」、次いで、ほぼ同じくして「多様な

メディアと連携した積極的な島田市の情報発信」となっている。 

 

【N=1190】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ポジティブな回答の方が「文化

財の適切な保存整備などによる歴史資源の保護、活用」「島田市緑茶化計画を旗印にしたシティプロモーシ

ョンによるブランド力の向上」について、特に重要だと考えている。 
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11でのポジティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「多様なメディアと連携した積極的な島

田市の情報発信」で、次いで、「ふるさと納税制度を活用した魅力の発信、島田を応援してくれる企業との連

携」となっている。最も回答数が少なかった取組は「歴史講座やワークショップ、体験学習の開催などによ

る歴史に触れる機会の創出」であり、「多様なメディアと連携した積極的な島田市の情報発信」の回答数の半

数以下であった。 

 

【N=633】 

 
 

設問 11でのネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「多様なメディアと連携した積極的な島

田市の情報発信」で、次いで、「ふるさと納税制度を活用した魅力の発信、島田を応援してくれる企業との連

携」となり、ポジティブな回答の場合と同じ傾向を示した一方で、「歴史講座やワークショップ、体験学習の

開催などによる歴史に触れる機会の創出」についても回答数がもっとも少なく、相対的な重要度は低いと考

えられる。 

 

【N=630】 
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【政策分野６：都市基盤】 

都市基盤分野では、「生活道路の適正な維持管理」の回答数が突出して多く、次いで、「上下水道の安定的

な運営」の回答数が多かった。最も重要度が高い取組は「生活道路の適正な維持管理」、次いで、「コンパク

ト・プラス・ネットワークのまちづくりの推進」であった。 

 

【N=1263】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ネガティブな回答の方が「コン

パクト・プラス・ネットワークのまちづくりの推進」や「生活道路の適正な維持管理」、「上下水道の安定的

な運営」を重視している。ネガティブな回答数のうち 4人に 1人は「生活道路の適正な維持管理」が最も重

要度が高い取組だと考えている。 
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11のポジティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「生活道路の適正な維持管理」で、次いで

「上下水道の安定的な運営」となっている。相対的に最も重要度が低い取組は、「地域景観の向上」であった。 

 

【N=646】 

 
 

設問 11でのネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「生活道路の適正な維持管理」で、次い

で「上下水道の安定的な運営」となり、ポジティブな回答の場合と同じ傾向を示した。「地域景観の向上」に

ついては、最も回答数が少なかった。 
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【政策分野７：行財政】 

行財政分野では、「市民生活に密着した地域情報の提供、市政運営の透明性・公平性の向上などの開かれた

市政」が突出して多く、次いで、「公共施設のあり方を市民と行政が一緒に考える機運の醸成」の回答数が多

かった。さらに、自治会・町内会と連携した地域課題への対応などの地域主体のまちづくりの推進」がほぼ

同数であった。最も重要度が高い取組も「市民生活に密着した地域情報の提供、市政運営の透明性・公平性

の向上などの開かれた市政」であるが、次いで、「自治会・町内会と連携した地域課題への対応などの地域主

体のまちづくりの推進」の回答数が多い。 

 

【N=1223】 

 
 

（重要度 1番目） 

設問 11でのポジティブな回答と、ネガティブな回答の割合を比較すると、ネガティブな回答の方が「デジ

タル技術の活用による行政の効率化などの行財政改革」や「市民生活に密着した地域情報の提供、市政運営

の透明性・公平性の向上などの開かれた市政」を特に重視している。ネガティブな回答数のうち５人に１人

は「市民生活に密着した地域情報の提供、市政運営の透明性・公平性の向上などの開かれた市政」が最も重

要な取組だと考えている。 

 

【N=1193】 
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（まちの姿の実現度×重要度） 

設問 11でのポジティブな回答のうち、重要度が高い取組は「市民生活に密着した地域情報の提供、市政運

営の透明性・公平性の向上などの開かれた市政」であり、次いで、「公共施設の効率的な整備・運営」であっ

た。他方で「国内外との交流都市との交流・連携」は最も回答数が少なかった。 

 

【N=348】 

 
 

設問 11 でのネガティブな回答のうち、最も重要度が高い取組は、「市民生活に密着した地域情報の提供、

市政運営の透明性・公平性の向上などの開かれた市政」であり、次いで、「自治会・町内会と連携した地域課

題への対応などの地域主体のまちづくりの推進」で、ポジティブな回答をした場合とほぼ同じような傾向が

見られた。 
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５ あなたの普段の活動（利用）地域についておたずねします。  
下の図は、島田市都市計画マスタープランにおいて中心拠点、地域拠点として位置付けている場所を示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問 13 ①から⑭について、普段、あなたはどの拠点で活動（利用）することが多いですか？ 

 

飲食料品や日用品の買物など日常生活に欠かせないお店の利用時は、「中心拠点（島田駅周辺）」と回答

した割合が約半数を占めており、次いで、「金谷地域拠点」や「六合地域拠点」の利用が多い。喫茶店・カ

フェの利用及び集会・娯楽施設等の利用については、約半数が「活動（利用）しない」という結果であっ

た。 

 

【N=1144】 
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【① 喫茶店・カフェ】 

喫茶店・カフェの利用のうち、半数は活動（利用）しない結果であったが、年齢別で見ると 50歳代以上

の年代が大きく寄与していると考えられる。中心拠点（島田駅周辺）の利用は、若年層の割合が多く、高

年齢層は利用割合が少ない。地区別では、伊久身・大長地区の住民の約半数が、中心拠点（島田駅周辺）

を利用しており、また、六合地区の住民が六合地区の喫茶店・カフェを利用する割合は 10％未満と他地域

と比較し低く、活動（利用）しないの割合が最も多い。 

 
                                              （％） 

 
 

【② 飲食店】 

飲食店の利用について、中心拠点（島田駅周辺）の利用が約半数であり、特に 20歳代が最多である。地

区別では、旧島田市内・大津地区及び伊久美・大長地区の住民の約７割が中心拠点（島田駅周辺）を利用

している一方、その他の地区において、約２～３割は自地区の飲食店の利用が見られる。 

 
                                              （％） 
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全体 1144 32.8 3.8 2.1 5.0 1.4 54.9
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20歳代 59 40.7 3.4 5.1 6.8 5.1 39.0

30歳代 106 36.8 7.5 7.5 11.3 0.0 36.8

40歳代 177 37.3 2.3 2.3 4.5 1.1 52.5

50歳代 210 32.9 3.3 2.9 4.8 0.5 55.7

60歳代 255 28.6 3.9 0.8 4.3 1.6 60.8

70歳代 220 33.6 3.2 0.0 3.2 1.4 58.6

80歳以上 103 21.4 5.8 0.0 4.9 2.9 65.0

単身（ひとり暮らし） 91 34.1 4.4 1.1 5.5 0.0 54.9

一世代（夫婦のみ） 249 36.9 1.6 0.4 4.8 1.2 55.0

二世代（親と子） 575 32.2 4.5 3.1 5.7 1.2 53.2

三世代（親と子と孫） 179 29.1 5.0 1.7 2.8 2.8 58.7

兄弟姉妹 8 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

その他 38 28.9 2.6 2.6 5.3 2.6 57.9

旧島田市内・大津 501 45.7 1.6 0.6 2.2 1.0 48.9

六合地区 192 23.4 0.5 7.3 3.1 0.5 65.1

初倉地区 133 16.5 2.3 3.0 27.8 0.0 50.4

伊久身・大長地区 38 47.4 2.6 5.3 0.0 0.0 44.7

金谷地区 222 20.7 13.1 0.5 0.9 0.9 64.0

川根地区 54 24.1 3.7 0.0 1.9 14.8 55.6

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1170 53.1 5.0 12.0 4.4 1.4 24.3

10歳代 12 58.3 0.0 16.7 8.3 0.0 16.7

20歳代 60 61.7 3.3 15.0 3.3 0.0 16.7

30歳代 107 55.1 1.9 18.7 6.5 0.0 17.8

40歳代 177 57.6 2.3 18.1 3.4 0.6 18.1

50歳代 213 56.3 2.8 9.9 2.3 0.5 28.2

60歳代 260 48.5 5.4 10.4 3.5 1.9 30.4

70歳代 227 54.2 8.4 6.6 5.7 3.1 22.0

80歳以上 112 41.1 8.9 12.5 7.1 1.8 28.6

単身（ひとり暮らし） 92 48.9 8.7 9.8 5.4 1.1 26.1

一世代（夫婦のみ） 264 53.8 4.2 11.7 4.2 2.3 23.9

二世代（親と子） 585 55.0 4.8 12.1 4.3 0.9 22.9

三世代（親と子と孫） 180 50.0 3.9 12.8 3.9 1.1 28.3

兄弟姉妹 7 71.4 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3

その他 38 42.1 5.3 15.8 5.3 5.3 26.3

旧島田市内・大津 506 70.9 0.8 6.3 0.6 0.2 21.1

六合地区 194 34.5 1.5 33.0 0.5 0.5 29.9

初倉地区 141 28.4 0.0 13.5 31.9 0.0 26.2

伊久身・大長地区 38 65.8 2.6 10.5 0.0 0.0 21.1

金谷地区 228 43.0 21.5 7.9 0.4 0.4 26.8

川根地区 58 50.0 0.0 3.4 1.7 22.4 22.4

家族構

成

居住地

域

年齢
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【③ 食料品・飲料品等の買物】 

中心拠点（島田駅周辺）の利用は、特に 40歳代が多く、金谷地域拠点の利用は 80歳代以上に多く見られ

る。地区別では、伊久身・大長地区、川根地区の住民の多くが、中心拠点（島田駅周辺）を利用している一

方、六合、初倉、金谷地区の住民は、主に自地区を利用している。 

 
                                                 （％） 

 
 

【④ 生活用品（洗剤・衛生用品等の買物】 

回答者の多くが中心拠点（島田駅周辺）を利用しているが、六合地域拠点及び初倉地域拠点において、30

歳代の利用が他の年代と比較してやや多い。また、80歳以上では、金谷地域拠点での利用がやや多い。地区

別では、伊久身・大長地区の住民の多くが、中心拠点（島田駅周辺）を利用している一方、伊久身・大長地

区以外の住民の約６割は、その地域拠点を利用する傾向がある。 

 
                                              （％） 

 
  

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1235 54.6 16.2 12.6 8.7 1.9 6.0

10歳代 13 69.2 0.0 7.7 7.7 0.0 15.4

20歳代 60 50.0 21.7 8.3 10.0 3.3 6.7

30歳代 105 50.5 11.4 17.1 17.1 1.0 2.9

40歳代 176 64.2 9.1 13.6 5.7 0.0 7.4

50歳代 212 57.1 15.1 12.7 5.7 1.4 8.0

60歳代 273 53.8 16.8 12.8 7.7 1.8 7.0

70歳代 246 54.9 17.9 9.3 11.8 2.4 3.7

80歳以上 147 44.2 23.8 15.6 7.5 4.1 4.8

単身（ひとり暮らし） 98 56.1 21.4 10.2 6.1 1.0 5.1

一世代（夫婦のみ） 283 55.5 14.1 12.4 10.6 1.4 6.0

二世代（親と子） 613 55.8 16.0 13.1 8.5 1.3 5.4

三世代（親と子と孫） 186 49.5 17.2 12.4 9.1 2.7 9.1

兄弟姉妹 9 77.8 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0

その他 41 43.9 14.6 17.1 7.3 12.2 4.9

旧島田市内・大津 531 89.8 1.9 3.8 0.9 0.0 3.6

六合地区 204 21.1 0.5 64.2 2.9 0.0 11.3

初倉地区 147 15.6 1.4 1.4 65.3 0.0 16.3

伊久身・大長地区 42 81.0 11.9 0.0 0.0 2.4 4.8

金谷地区 245 24.5 72.7 0.4 0.4 0.0 2.0

川根地区 60 55.0 5.0 1.7 0.0 36.7 1.7

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1212 54.3 14.1 13.4 8.5 3.1 6.6

10歳代 13 61.5 0.0 7.7 15.4 0.0 15.4

20歳代 60 53.3 16.7 13.3 8.3 1.7 6.7

30歳代 106 51.9 12.3 18.9 15.1 0.0 1.9

40歳代 178 58.4 10.1 14.6 7.3 1.1 8.4

50歳代 213 55.9 13.6 12.7 6.1 2.3 9.4

60歳代 271 53.5 15.1 14.4 6.6 3.3 7.0

70歳代 239 51.9 15.1 10.5 12.1 5.9 4.6

80歳以上 129 53.5 17.8 13.2 5.4 4.7 5.4

単身（ひとり暮らし） 96 52.1 16.7 16.7 7.3 1.0 6.3

一世代（夫婦のみ） 277 58.8 10.1 10.8 10.1 3.2 6.9

二世代（親と子） 600 54.2 14.7 14.7 8.2 2.0 6.3

三世代（親と子と孫） 185 51.9 16.2 10.3 9.2 4.3 8.1

兄弟姉妹 9 77.8 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0

その他 41 36.6 14.6 22.0 4.9 17.1 4.9

旧島田市内・大津 520 89.4 1.5 3.8 0.8 0.0 4.4

六合地区 200 18.5 0.5 67.5 0.5 0.0 13.0

初倉地区 145 15.2 2.1 2.8 67.6 0.0 12.4

伊久身・大長地区 41 80.5 7.3 2.4 0.0 4.9 4.9

金谷地区 240 31.7 63.8 0.8 0.0 0.0 3.8

川根地区 60 33.3 3.3 1.7 0.0 58.3 3.3

年齢

家族構

成

居住地

域
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【⑤ 買回り品（家電・家具等）の買物】 

回答者の多くは中心拠点（島田駅周辺）を利用しているが、40歳代、50歳代では活動（利用）しない割合

が３割を超えている。70 歳代、80 歳代以上の約７割は、中心拠点（島田駅周辺）を利用しているが、30 歳

代では半数以下の利用となっている。家族構成別では、一世代（夫婦のみ）の中心拠点（島田駅周辺）の利

用が 63.4％と最多である。地区別では、六合地区以外の住民の多くが中心拠点（島田駅周辺）を利用してい

る一方、六合地区では４割以上が自地区を利用している。 

 
                                              （％） 

 
 

【⑥ 通学】 

学生を含む若年層の割合が多く、特に中心拠点（島田駅周辺）の利用は、30歳代が最多である。地区別で

は、各地域拠点の割合が最多であることから、自地区内の学校等に通学する傾向があることがわかる。 

                                              （％） 

 
  

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1163 56.2 1.4 14.2 2.3 0.4 25.5

10歳代 12 50.0 0.0 8.3 8.3 8.3 25.0

20歳代 58 60.3 5.2 13.8 3.4 0.0 17.2

30歳代 105 46.7 1.9 17.1 6.7 0.0 27.6

40歳代 178 51.7 0.6 15.7 0.6 0.0 31.5

50歳代 209 51.2 1.4 12.0 1.9 0.5 33.0

60歳代 261 52.1 1.1 17.6 1.1 0.4 27.6

70歳代 220 65.9 0.5 12.3 2.3 0.9 18.2

80歳以上 117 70.1 2.6 10.3 3.4 0.0 13.7

単身（ひとり暮らし） 88 53.4 4.5 17.0 3.4 0.0 21.6

一世代（夫婦のみ） 265 63.4 1.1 13.6 0.8 0.0 21.1

二世代（親と子） 582 54.0 1.4 13.2 2.9 0.5 28.0

三世代（親と子と孫） 177 57.6 0.6 13.0 1.7 0.6 26.6

兄弟姉妹 8 62.5 0.0 12.5 0.0 0.0 25.0

その他 39 41.0 0.0 33.3 5.1 2.6 17.9

旧島田市内・大津 501 67.3 0.6 9.0 1.0 0.0 22.2

六合地区 193 21.8 0.5 44.0 0.5 0.0 33.2

初倉地区 137 40.9 0.0 7.3 14.6 0.7 36.5

伊久身・大長地区 38 68.4 0.0 7.9 0.0 0.0 23.7

金谷地区 230 63.5 5.2 7.4 0.0 0.0 23.9

川根地区 59 72.9 0.0 6.8 1.7 6.8 11.9

家族構

成

居住地

域

年齢

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1028 13.7 2.8 4.4 3.2 0.5 75.4

10歳代 12 33.3 0.0 8.3 0.0 0.0 58.3

20歳代 57 17.5 1.8 5.3 3.5 0.0 71.9

30歳代 104 22.1 3.8 13.5 8.7 0.0 51.9

40歳代 174 21.3 4.6 4.0 6.3 0.6 63.2

50歳代 200 13.0 2.5 3.0 1.5 0.0 80.0

60歳代 225 7.6 1.8 3.1 1.3 0.4 85.8

70歳代 171 8.2 1.8 2.9 2.9 1.2 83.0

80歳以上 83 12.0 3.6 2.4 0.0 1.2 80.7

単身（ひとり暮らし） 75 9.3 0.0 1.3 4.0 1.3 84.0

一世代（夫婦のみ） 207 8.2 1.4 3.4 1.4 0.5 85.0

二世代（親と子） 534 15.0 3.0 4.7 4.1 0.2 73.0

三世代（親と子と孫） 164 18.9 4.9 6.1 2.4 0.6 67.1

兄弟姉妹 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

その他 37 13.5 2.7 5.4 2.7 2.7 73.0

旧島田市内・大津 443 25.7 0.2 1.1 0.2 0.2 72.5

六合地区 168 4.2 1.2 21.4 1.2 0.0 72.0

初倉地区 124 3.2 0.0 2.4 23.4 0.0 71.0

伊久身・大長地区 34 17.6 0.0 0.0 0.0 0.0 82.4

金谷地区 206 2.9 12.1 0.5 0.5 0.0 84.0

川根地区 49 6.1 0.0 0.0 0.0 8.2 85.7

年齢

家族構

成

居住地

域
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【⑦ パート・アルバイト】 

生産年齢人口世代の利用が主であるが、約７割は、島田市内で活動（利用）しないとの回答であった。家

族構成別では、二世代（親と子）や三世代（親と子と孫）の中心拠点（島田駅周辺）での利用が２割弱見ら

れる。地区別では、地域拠点ごとに利用割合が分散しており、自地区内で就業する傾向が見られる。 

 
                                              （％） 

 
 

【⑧ 通勤（塾・カルチャースクール等含む）】 

回答者の半数以上は活動（利用）しないとの回答であった。年齢別では、中心拠点（島田駅周辺）の利用

は、10 歳代、30 歳代、40 歳代の割合が多く、高年齢層は利用割合が少ない。初倉地区・金谷地区・六合地

区の通勤もみられる。家族構成別では、単身、一世代（夫婦のみ）、二世代（親と子）や三世代（親と子と孫）

の中心拠点（島田駅周辺）での利用が約３割である。地区別では、伊久身・大長地区の住民が、中心拠点（島

田駅周辺）を利用している。 
 

                                              （％） 

  

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1040 14.6 4.1 3.2 3.3 1.6 73.2

10歳代 12 33.3 0.0 8.3 0.0 8.3 50.0

20歳代 57 15.8 3.5 1.8 1.8 1.8 75.4

30歳代 104 16.3 2.9 5.8 3.8 0.0 71.2

40歳代 171 19.3 4.1 2.3 2.9 0.6 70.8

50歳代 201 15.4 5.0 5.0 2.5 1.0 71.1

60歳代 242 14.0 5.8 3.3 5.4 2.5 69.0

70歳代 173 9.8 2.9 1.2 2.9 2.9 80.3

80歳以上 78 9.0 2.6 1.3 1.3 1.3 84.6

単身（ひとり暮らし） 75 12.0 0.0 2.7 2.7 2.7 80.0

一世代（夫婦のみ） 212 11.3 3.8 4.2 4.7 2.8 73.1

二世代（親と子） 540 15.7 4.3 2.8 3.0 0.9 73.3

三世代（親と子と孫） 167 16.8 7.2 3.6 3.6 1.8 67.1

兄弟姉妹 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

その他 35 14.3 0.0 2.9 0.0 2.9 80.0

旧島田市内・大津 447 26.0 1.6 1.3 1.6 0.7 68.9

六合地区 169 5.3 0.0 14.2 3.0 1.2 76.3

初倉地区 126 3.2 0.8 1.6 15.9 0.8 77.8

伊久身・大長地区 34 11.8 8.8 0.0 2.9 2.9 73.5

金谷地区 209 7.2 14.8 0.5 0.0 0.0 77.5

川根地区 51 5.9 2.0 0.0 2.0 19.6 70.6

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1058 23.6 6.6 5.2 5.2 2.1 57.3

10歳代 12 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0

20歳代 59 18.6 11.9 3.4 6.8 0.0 59.3

30歳代 105 32.4 10.5 10.5 6.7 1.0 39.0

40歳代 168 32.7 6.0 6.5 5.4 3.6 45.8

50歳代 207 24.2 9.2 6.8 6.8 1.0 52.2

60歳代 244 21.7 5.3 3.3 5.3 2.9 61.5

70歳代 177 15.8 4.5 3.4 2.3 3.4 70.6

80歳以上 84 17.9 2.4 3.6 2.4 0.0 73.8

単身（ひとり暮らし） 78 28.2 6.4 5.1 1.3 0.0 59.0

一世代（夫婦のみ） 218 24.8 4.6 6.4 4.6 2.3 57.3

二世代（親と子） 549 24.0 6.6 4.9 6.9 2.2 55.4

三世代（親と子と孫） 165 21.8 9.1 5.5 3.6 1.8 58.2

兄弟姉妹 7 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 85.7

その他 37 13.5 8.1 2.7 0.0 5.4 70.3

旧島田市内・大津 456 36.2 3.7 3.3 2.2 1.1 53.5

六合地区 175 13.1 1.1 17.1 5.1 1.1 62.3

初倉地区 127 9.4 4.7 5.5 23.6 0.0 56.7

伊久身・大長地区 34 32.4 2.9 2.9 2.9 0.0 58.8

金谷地区 210 15.2 19.0 1.0 1.4 1.4 61.9

川根地区 52 11.5 7.7 0.0 3.8 21.2 55.8

年齢

家族構

成

居住地

域
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【⑨ 通院】 

回答者の半数以上が中心拠点（島田駅周辺）の利用であり、特に 80歳以上の６割以上が利用している。地

区別では、伊久身・大長地区の住民の約９割が中心拠点（島田駅周辺）を利用しており、また、各地区で各

地域拠点を主に利用していることがわかる。 

 
                                              （％） 

 
 

【⑩ 保育・託児所等】 

年齢別では、中心拠点（島田駅周辺）の利用は、若年層の割合が多く、10 歳代及び 30 歳代では２割以上

が利用している。また、30 歳代においては、六合地区での活動もみられる（16.2％）。地区別では、地域拠

点ごとに利用割合が分散しており、他の地区では全く利用していない箇所もあることから、自地区内の保育・

託児所等を利用する傾向が見られる。 

 
                                              （％） 

 
  

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1186 57.3 8.7 10.5 7.8 2.9 12.8

10歳代 13 53.8 0.0 0.0 7.7 0.0 38.5

20歳代 59 52.5 5.1 11.9 3.4 1.7 25.4

30歳代 103 51.5 6.8 15.5 8.7 1.9 15.5

40歳代 176 54.0 5.1 11.4 8.5 1.1 19.9

50歳代 211 60.7 5.2 10.4 5.2 2.8 15.6

60歳代 262 57.6 9.2 8.4 8.8 3.8 12.2

70歳代 231 58.4 12.1 10.4 10.0 3.5 5.6

80歳以上 128 61.7 14.8 10.2 7.0 3.9 2.3

単身（ひとり暮らし） 94 59.6 11.7 11.7 6.4 0.0 10.6

一世代（夫婦のみ） 269 58.4 8.9 13.0 9.7 2.2 7.8

二世代（親と子） 584 56.8 8.6 9.1 7.5 2.4 15.6

三世代（親と子と孫） 188 56.9 8.5 10.6 8.0 5.3 10.6

兄弟姉妹 8 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

その他 39 51.3 2.6 12.8 5.1 10.3 17.9

旧島田市内・大津 515 84.5 1.0 3.7 1.9 0.0 8.9

六合地区 194 24.7 0.0 50.5 3.6 0.0 21.1

初倉地区 142 31.7 0.0 3.5 50.0 0.0 14.8

伊久身・大長地区 40 87.5 0.0 0.0 5.0 2.5 5.0

金谷地区 231 39.0 41.1 0.9 1.3 1.3 16.5

川根地区 58 39.7 3.4 0.0 0.0 51.7 5.2

家族構

成

居住地

域

年齢

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1041 10.6 4.4 3.4 3.0 0.8 77.9

10歳代 13 23.1 0.0 0.0 7.7 0.0 69.2

20歳代 57 10.5 8.8 1.8 1.8 1.8 75.4

30歳代 105 29.5 8.6 16.2 8.6 1.0 36.2

40歳代 173 11.0 4.6 2.9 4.6 0.6 76.3

50歳代 202 7.9 3.5 2.0 1.5 0.0 85.1

60歳代 234 9.0 2.6 1.3 1.3 0.9 85.0

70歳代 174 4.6 3.4 1.7 3.4 1.1 85.6

80歳以上 81 7.4 6.2 2.5 0.0 1.2 82.7

単身（ひとり暮らし） 80 11.3 1.3 3.8 0.0 1.3 82.5

一世代（夫婦のみ） 208 5.8 1.9 2.9 2.4 1.0 86.1

二世代（親と子） 537 12.5 4.7 3.5 3.5 0.4 75.4

三世代（親と子と孫） 170 9.4 7.6 4.1 2.9 1.2 74.7

兄弟姉妹 6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

その他 36 13.9 8.3 0.0 5.6 2.8 69.4

旧島田市内・大津 445 20.2 0.4 0.7 0.4 0.2 78.0

六合地区 171 5.8 0.0 18.1 0.0 0.0 76.0

初倉地区 126 0.8 1.6 0.8 23.0 0.0 73.8

伊久身・大長地区 32 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 81.3

金谷地区 214 0.5 19.6 0.0 0.0 0.0 79.9

川根地区 49 2.0 0.0 0.0 0.0 14.3 83.7

家族構

成

居住地

域

年齢
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【⑪ 公共施設サービス】 

中心拠点（島田駅周辺）の利用が主であるが、年齢別では 20歳代、60歳代、80 歳以上の利用割合が低い。

また、家族構成別では、２人以上の世帯の利用割合が単身よりも多い。地区別では、地域拠点ごとに利用割

合が分散しており、自地区内を利用する傾向が見られるが、六合地区については、中心拠点（島田駅周辺）

の利用割合も多く、３割を超えている。 

 
                                              （％） 

 
 

【⑫ 集会・娯楽施設等】 

年齢別では、中心拠点（島田駅周辺）の利用は、10歳代の割合が多く、それ以外の年齢層は３割程となっ

ている。70 歳代においては、金谷地区及び初倉地区での活動割合が多い。家族構成別では、二世代（親と子）

や三世代（親と子と孫）の中心拠点（島田駅周辺）での利用が約 2～３割である。三世代（親と子と孫）で

は、金谷地区の利用もみられる。地区別では、約半数が活動（利用）しない結果であったが、伊久身・大長

地区の住民が、中心拠点（島田駅周辺）を利用している。 
               

                                              （％） 

  

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1123 44.8 11.1 6.3 6.1 2.8 28.9

10歳代 12 58.3 8.3 0.0 0.0 0.0 33.3

20歳代 59 40.7 13.6 10.2 0.0 0.0 35.6

30歳代 106 50.0 6.6 8.5 7.5 0.9 26.4

40歳代 177 50.8 9.6 6.8 5.1 1.1 26.6

50歳代 205 47.8 6.8 5.4 4.9 3.4 31.7

60歳代 248 40.7 12.5 6.5 4.4 3.2 32.7

70歳代 207 44.4 14.0 3.4 9.7 4.3 24.2

80歳以上 106 35.8 15.1 9.4 9.4 4.7 25.5

単身（ひとり暮らし） 85 35.3 14.1 10.6 4.7 2.4 32.9

一世代（夫婦のみ） 244 45.1 10.2 5.7 6.6 3.7 28.7

二世代（親と子） 568 46.1 10.9 6.0 6.5 2.5 28.0

三世代（親と子と孫） 177 46.9 12.4 6.2 5.6 2.3 26.6

兄弟姉妹 8 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0

その他 37 32.4 8.1 8.1 2.7 8.1 40.5

旧島田市内・大津 485 72.0 1.6 0.8 0.0 0.6 24.9

六合地区 185 31.4 0.5 36.2 0.5 0.0 31.4

初倉地区 138 20.3 1.4 0.0 48.6 0.0 29.7

伊久身・大長地区 36 63.9 0.0 0.0 0.0 5.6 30.6

金谷地区 220 15.5 50.9 0.0 0.0 0.5 33.2

川根地区 55 14.5 1.8 0.0 0.0 47.3 36.4

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数

中心拠点

（島田駅

周辺）

金谷地域

拠点

六合地域

拠点

初倉地域

拠点

川根地域

拠点

活動

（利

用）し

ない

全体 1097 29.6 7.9 7.1 5.2 3.4 46.8

10歳代 12 50.0 0.0 8.3 0.0 0.0 41.7

20歳代 58 31.0 6.9 6.9 0.0 1.7 53.4

30歳代 106 34.9 1.9 10.4 2.8 0.9 49.1

40歳代 176 31.3 7.4 6.3 4.0 0.6 50.6

50歳代 206 26.2 4.9 5.3 2.4 3.4 57.8

60歳代 242 24.0 9.5 9.1 5.4 4.5 47.5

70歳代 197 33.5 12.2 5.1 11.7 4.6 33.0

80歳以上 97 30.9 11.3 8.2 6.2 7.2 36.1

単身（ひとり暮らし） 80 32.5 5.0 10.0 3.8 2.5 46.3

一世代（夫婦のみ） 233 27.5 8.2 9.4 8.2 4.3 42.5

二世代（親と子） 563 29.7 8.2 6.4 4.1 2.7 49.0

三世代（親と子と孫） 174 31.6 10.3 5.2 5.7 4.0 43.1

兄弟姉妹 7 71.4 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6

その他 36 22.2 0.0 8.3 5.6 8.3 55.6

旧島田市内・大津 475 49.5 1.1 1.3 0.0 1.5 46.7

六合地区 181 16.0 0.0 37.0 0.6 0.6 45.9

初倉地区 132 9.1 0.8 0.8 42.4 1.5 45.5

伊久身・大長地区 35 45.7 0.0 2.9 0.0 8.6 42.9

金谷地区 215 12.1 37.7 0.5 0.0 0.0 49.8

川根地区 55 10.9 0.0 1.8 0.0 43.6 43.6

年齢

家族構

成

居住地

域
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設問 14 それぞれの拠点における活動（利用）頻度はどのくらいですか？ 

 

「中心拠点（島田駅周辺）」の利用量が最も多く、「ほぼ毎日」「週に１～２回」と回答した割合はそれぞれ

３割であった。最も利用頻度の低い地区は「川根地区」であった。 

 

【N=1176】 

 
 

 

【中心拠点（島田駅周辺）】 

ほぼ毎日の利用について、年齢別では 10歳代の割合が多く、以外の年齢層は約３割である。家族構成別で

は、一世代（夫婦のみ）、二世代（親と子）や三世代（親と子と孫）のでの、ほぼ毎日から月に１～２回の利

用が約２～３割である。地区別では、伊久身・大長地区や川根地区の住民が週に１～２回利用する割合が約

４割である。六合地区・初倉地区の住民は月に１～２回が約３割、活動（利用）しないの割合が約１割であ

った。 

 
                                              （％） 

 
  

30.7 

13.7 

11.0 

9.4 

3.5 

30.6 

12.1 

14.4 

9.3 

2.7 

20.4 

11.5 

16.7 

8.7 

3.7 

6.4 

10.4 

11.6 

9.5 

8.2 

3.9 

15.3 

11.3 

12.7 

19.5 

8.0 

36.9 

35.0 

50.4 

62.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①中心拠点（島田駅周辺）

②金谷地域拠点

③六合地域拠点

④初倉地域拠点

⑤川根地域拠点

ほぼ毎日 週に１～２回 月に１～２回 ２～３か月に１回 年に１～２回 活動（利用）しない

回答数 ほぼ毎日
週に１～

２回

月に１～

２回

２～３か

月に１回

年に１～

２回

活動

（利

用）し

ない

全体 1176 30.7 30.6 20.4 6.4 3.9 8.0

10歳代 12 50.0 16.7 8.3 0.0 0.0 25.0

20歳代 58 34.5 31.0 20.7 5.2 1.7 6.9

30歳代 106 35.8 31.1 17.9 3.8 2.8 8.5

40歳代 182 34.6 34.6 18.1 4.9 3.3 4.4

50歳代 213 38.0 28.2 16.9 6.6 4.2 6.1

60歳代 258 27.5 27.5 24.8 6.2 6.2 7.8

70歳代 223 25.6 31.8 18.8 9.9 1.8 12.1

80歳以上 121 20.7 33.1 27.3 5.8 5.0 8.3

単身（ひとり暮らし） 96 29.2 24.0 21.9 10.4 2.1 12.5

一世代（夫婦のみ） 264 27.7 39.0 18.9 6.1 2.3 6.1

二世代（親と子） 597 32.2 28.3 20.4 6.7 4.5 7.9

三世代（親と子と孫） 173 30.6 30.6 20.8 3.5 4.6 9.8

兄弟姉妹 7 57.1 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3

その他 36 27.8 30.6 25.0 8.3 5.6 2.8

旧島田市内・大津 540 53.5 28.7 10.4 2.2 1.9 3.3

六合地区 184 9.8 23.4 33.7 13.0 6.0 14.1

初倉地区 135 6.7 31.9 26.7 12.6 9.6 12.6

伊久身・大長地区 42 23.8 45.2 23.8 2.4 4.8 0.0

金谷地区 211 13.3 35.1 28.4 7.1 4.3 11.8

川根地区 57 7.0 43.9 28.1 8.8 0.0 12.3

家族構

成

居住地

域

年齢
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【金谷地区】 

20 歳代の約２割の利用頻度はほぼ毎日と最多である一方、70 歳代は１割未満と最も少なかった。活動し

ないと回答した割合は、全年齢層で３割程度見られ、60 歳代では４割以上と最多であった。家族構成別では、

一世代（夫婦のみ）、二世代（親と子）や三世代（親と子と孫）について、年に１～２回の利用が約２割であ

った。金谷地区以外の地区別では、伊久美・大長地区及び川根地区の住民の利用が比較的多い。 

 
                                              （％） 

 
 

【六合地区】 

年齢別では、30歳代の２割以上がほぼ毎日利用しており、70歳代が 5.2％と最も少なかった。また、利用

しない割合は、若年層より、60歳代以上の高齢層の方が多い。家族構成別では、二世代（親と子）及び三世

代（親と子と孫）の活動しない割合が低い。地区別では、六合地区の住民の利用は多いが、伊久美・大長地

区、金谷地区、川根地区の利用頻度が低い。 

 
                                              （％） 

 
  

回答数 ほぼ毎日
週に１～

２回

月に１～

２回

２～３か

月に１回

年に１～

２回

活動

（利

用）し

ない

全体 1091 13.7 12.1 11.5 10.4 15.3 36.9

10歳代 12 0.0 16.7 16.7 0.0 8.3 58.3

20歳代 58 19.0 10.3 12.1 12.1 20.7 25.9

30歳代 107 12.1 10.3 13.1 17.8 17.8 29.0

40歳代 178 14.6 10.1 9.0 11.8 20.2 34.3

50歳代 208 16.3 13.0 10.6 9.1 13.9 37.0

60歳代 236 15.3 10.2 9.7 8.9 12.7 43.2

70歳代 194 9.3 14.9 11.9 10.3 18.0 35.6

80歳以上 95 10.5 15.8 18.9 7.4 5.3 42.1

単身（ひとり暮らし） 82 9.8 18.3 7.3 8.5 9.8 46.3

一世代（夫婦のみ） 233 11.2 11.6 15.0 9.4 16.7 36.1

二世代（親と子） 570 14.6 11.2 10.4 12.8 16.0 35.1

三世代（親と子と孫） 161 17.4 10.6 12.4 6.8 16.8 36.0

兄弟姉妹 8 25.0 12.5 0.0 0.0 0.0 62.5

その他 34 5.9 20.6 14.7 2.9 5.9 50.0

旧島田市内・大津 453 4.9 5.5 12.8 13.0 20.1 43.7

六合地区 177 1.1 4.0 6.2 14.1 16.9 57.6

初倉地区 124 0.8 5.6 9.7 10.5 24.2 49.2

伊久身・大長地区 40 7.5 7.5 17.5 20.0 22.5 25.0

金谷地区 240 48.3 35.8 10.8 1.7 1.7 1.7

川根地区 52 9.6 7.7 17.3 7.7 5.8 51.9

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数 ほぼ毎日
週に１～

２回

月に１～

２回

２～３か

月に１回

年に１～

２回

活動

（利

用）し

ない

全体 1087 11.0 14.4 16.7 11.6 11.3 35.0

10歳代 12 8.3 25.0 25.0 25.0 0.0 16.7

20歳代 58 15.5 13.8 19.0 17.2 10.3 24.1

30歳代 107 22.4 17.8 18.7 11.2 8.4 21.5

40歳代 175 14.9 12.6 22.3 12.0 10.3 28.0

50歳代 207 12.1 13.5 17.9 15.5 14.5 26.6

60歳代 240 7.5 15.8 13.3 10.0 8.8 44.6

70歳代 192 5.2 14.6 9.4 8.9 16.7 45.3

80歳以上 94 7.4 10.6 23.4 7.4 7.4 43.6

単身（ひとり暮らし） 84 11.9 9.5 10.7 15.5 9.5 42.9

一世代（夫婦のみ） 231 7.8 15.6 16.9 10.0 10.8 39.0

二世代（親と子） 566 13.3 12.4 17.8 12.4 11.3 32.9

三世代（親と子と孫） 163 8.0 20.9 17.2 10.4 11.7 31.9

兄弟姉妹 7 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 71.4

その他 34 11.8 23.5 11.8 8.8 17.6 26.5

旧島田市内・大津 457 3.7 11.6 19.9 14.9 12.9 37.0

六合地区 206 46.6 32.0 13.6 2.4 2.4 2.9

初倉地区 126 4.8 15.9 20.6 15.1 18.3 25.4

伊久身・大長地区 39 2.6 2.6 17.9 23.1 15.4 38.5

金谷地区 203 0.0 6.4 11.8 9.9 12.3 59.6

川根地区 51 0.0 3.9 7.8 9.8 9.8 68.6

年齢

家族構

成

居住地

域
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【初倉地区】 

年齢別では、30 歳代において、ほぼ毎日の利用と月に１～２回の利用の割合が２割弱で最多であったが、

週に１～２回の割合は最も少なかった。また、60歳代以上の高齢層の方が若年層よりも活動しない割合が多

い。家族構成別では、単身（ひとり暮らし）世帯の 65％が活動しないと回答している。地区別では、初倉地

区の住民の利用は多いが、金谷地区及び川根地区の７割以上が利用しないと回答している。 

 
                                                （％） 

 
 

【川根地区】 

利用しないと回答した割合が約６割と最も多く、年齢別や家族構成別の利用頻度に大きな差がない。各年

齢において、年に１～２回の利用が最多で約２割である。地区別では、伊久身・大長地区の住民が、月に１

～２回利用する割合が２割であり、川根地区の住民の利用は多い。川根地区以外の住民が週に１～２回以上

利用する割合が１割もない。 

 
                                               （％） 

 
  

回答数 ほぼ毎日
週に１～

２回

月に１～

２回

２～３か

月に１回

年に１～

２回

活動

（利

用）し

ない

全体 1081 9.4 9.3 8.7 9.5 12.7 50.4

10歳代 12 8.3 16.7 0.0 16.7 8.3 50.0

20歳代 58 8.6 13.8 5.2 12.1 13.8 46.6

30歳代 106 17.9 4.7 14.2 11.3 11.3 40.6

40歳代 175 12.0 10.3 10.9 9.7 16.0 41.1

50歳代 207 8.7 8.2 7.7 13.5 16.9 44.9

60歳代 240 6.3 9.2 9.6 6.7 10.0 58.3

70歳代 191 8.9 7.9 7.9 7.3 11.0 57.1

80歳以上 90 6.7 14.4 3.3 7.8 8.9 58.9

単身（ひとり暮らし） 81 4.9 8.6 6.2 3.7 11.1 65.4

一世代（夫婦のみ） 229 9.6 11.4 7.0 8.7 14.4 48.9

二世代（親と子） 567 10.6 7.8 9.0 10.4 13.2 49.0

三世代（親と子と孫） 161 8.7 11.8 11.2 9.9 9.9 48.4

兄弟姉妹 7 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 85.7

その他 34 5.9 11.8 11.8 11.8 11.8 47.1

旧島田市内・大津 453 2.9 4.4 9.1 12.6 16.6 54.5

六合地区 179 5.0 10.1 11.7 10.1 13.4 49.7

初倉地区 155 49.0 35.5 7.7 1.9 2.6 3.2

伊久身・大長地区 39 0.0 2.6 10.3 10.3 28.2 48.7

金谷地区 200 1.5 2.0 6.5 8.0 9.0 73.0

川根地区 50 2.0 2.0 4.0 8.0 10.0 74.0

年齢

家族構

成

居住地

域

回答数 ほぼ毎日
週に１～

２回

月に１～

２回

２～３か

月に１回

年に１～

２回

活動

（利

用）し

ない

全体 1067 3.5 2.7 3.7 8.2 19.5 62.4

10歳代 12 0.0 0.0 0.0 8.3 25.0 66.7

20歳代 59 3.4 3.4 5.1 8.5 20.3 59.3

30歳代 106 1.9 1.9 2.8 7.5 28.3 57.5

40歳代 176 4.0 1.1 1.7 10.8 23.3 59.1

50歳代 206 1.5 1.5 4.9 9.2 23.3 59.7

60歳代 235 5.1 3.0 3.8 8.9 13.6 65.5

70歳代 185 5.4 4.3 1.6 6.5 15.1 67.0

80歳以上 86 1.2 5.8 9.3 3.5 16.3 64.0

単身（ひとり暮らし） 79 3.8 1.3 6.3 7.6 12.7 68.4

一世代（夫婦のみ） 223 4.0 4.5 2.2 8.5 19.3 61.4

二世代（親と子） 562 2.8 1.6 3.7 8.4 20.6 62.8

三世代（親と子と孫） 161 4.3 3.1 3.7 7.5 21.1 60.2

兄弟姉妹 7 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 85.7

その他 33 6.1 12.1 6.1 12.1 12.1 51.5

旧島田市内・大津 453 0.9 1.1 2.0 8.6 21.9 65.6

六合地区 178 0.6 0.6 1.7 9.6 21.9 65.7

初倉地区 125 0.0 0.0 0.8 4.8 24.0 70.4

伊久身・大長地区 39 2.6 0.0 20.5 5.1 23.1 48.7

金谷地区 204 1.0 2.5 4.9 8.8 14.7 68.1

川根地区 63 46.0 28.6 11.1 6.3 1.6 6.3

年齢

家族構

成

居住地

域
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設問 15 現在のお住まいから、それぞれの拠点への主な交通手段は何ですか？ 

 

いずれの拠点も「自家用車」が多数を占めており、最も市民の利用頻度の高い中心拠点へも約８割を占め

ている。川根地区については、「拠点に行かない」と回答した割合が約４割を占めており、地区間で活動状況

に大きく差が出ている。 

 

【N=1176】 

 
 

【中心拠点（島田駅周辺）】 

年代別では、若年層は「自転車」「自家用車」が多く、30 歳代以降は「自家用車」が大半を占める。家族

構成別では、単身においては「バス」の割合が高くなる。一世代から三世代は「自家用車」の割合が高くな

る。居住地域別では、初倉地区では「自家用車」が大半を占め、旧島田・大津地区では、「自家用車」の割合

は他地域に比べて低い。 

 
                                              （％） 

 
  

6.5 

1.8 

2.8 

0.6 

1.2 

7.0 

2.7 

3.2 

2.1 

1.1 

79.8 

73.7 

72.3 

67.6 

56.6 

2.0 1.6 

19.5 

19.9 

28.7 

38.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①中心拠点（島田駅周辺）

②金谷地域拠点

③六合地域拠点

④初倉地域拠点

⑤川根地域拠点

徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス タクシー 鉄道 その他 拠点に行かない

回答数 徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス
タク

シー
鉄道 その他

拠点に行

かない

全体 1176 6.5 7.0 0.9 79.8 2.0 0.9 1.0 0.3 1.6

10歳代 12 8.3 41.7 0.0 41.7 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3

20歳代 59 3.4 10.2 3.4 79.7 0.0 0.0 1.7 0.0 1.7

30歳代 106 6.6 0.9 0.0 87.7 0.9 0.0 1.9 0.0 1.9

40歳代 181 6.6 6.1 1.1 83.4 1.7 0.0 1.1 0.0 0.0

50歳代 214 5.1 7.5 0.0 84.6 1.4 0.5 0.5 0.0 0.5

60歳代 260 6.2 5.8 1.5 82.7 0.8 0.4 1.2 0.4 1.2

70歳代 222 8.1 6.3 0.5 76.1 2.3 1.4 0.9 0.5 4.1

80歳以上 120 7.5 11.7 0.8 63.3 8.3 4.2 0.8 1.7 1.7

単身（ひとり暮らし） 93 9.7 8.6 1.1 66.7 7.5 3.2 0.0 0.0 3.2

一世代（夫婦のみ） 260 6.2 6.5 0.8 83.5 1.5 0.4 0.4 0.4 0.4

二世代（親と子） 593 5.6 7.3 1.0 80.6 1.7 0.5 1.2 0.2 2.0

三世代（親と子と孫） 180 7.2 5.6 0.6 81.1 1.7 1.1 0.6 0.6 1.7

兄弟姉妹 11 27.3 0.0 0.0 63.6 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0

その他 37 5.4 10.8 0.0 73.0 0.0 2.7 8.1 0.0 0.0

旧島田市内・大津 536 14.0 12.1 1.3 68.1 2.2 0.9 0.0 0.4 0.9

六合地区 182 1.1 3.8 1.1 86.8 0.5 1.1 2.7 0.0 2.7

初倉地区 132 0.0 1.5 0.0 96.2 1.5 0.0 0.0 0.0 0.8

伊久身・大長地区 42 0.0 9.5 0.0 85.7 2.4 0.0 0.0 2.4 0.0

金谷地区 220 0.0 1.8 0.5 88.2 2.3 0.9 2.7 0.5 3.2

川根地区 58 0.0 0.0 0.0 89.7 5.2 1.7 1.7 0.0 1.7

年齢

家族構

成

居住地

域
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【金谷地区】 

年代別では、若年層は「拠点に行かない」が多く、30歳代以降は「自家用車」が大半を占める。家族構成

別では、単身においては「徒歩」の割合が高くなる。一世代から三世代は「自家用車」の割合が高くなる。

居住地域別では、金谷地区では「自家用車」が大半を占め、旧島田・大津地区では、「拠点に行かない」の割

合が一定数ある。 

 
                                                    （％） 

 
 

【六合地区】 

年代別では、若年層は「鉄道」「拠点に行かない」が多く、30 歳代以降は「自家用車」が大半を占める。

家族構成別では、一世代から三世代は「自家用車」の割合が高くなり、兄弟姉妹は、「拠点に行かない」が半

数を占める。居住地域別では、初倉地区では「自家用車」が大半を占め、金谷地区・川根地区では、「拠点に

行かない」の割合が他地域に比べて高い。 

 
                                                    （％） 

 
  

回答数 徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス
タク

シー
鉄道 その他

拠点に行

かない

全体 1082 1.8 2.7 0.6 73.7 0.5 0.1 0.8 0.5 19.5

10歳代 12 0.0 8.3 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 41.7

20歳代 58 3.4 3.4 0.0 70.7 1.7 0.0 1.7 0.0 19.0

30歳代 106 0.9 1.9 0.0 81.1 0.0 0.0 2.8 0.0 13.2

40歳代 180 1.1 3.3 1.1 71.1 0.0 0.0 1.1 0.0 22.2

50歳代 212 2.4 3.3 0.0 75.9 0.5 0.0 0.0 0.5 17.5

60歳代 237 0.0 2.1 1.7 75.5 0.0 0.0 0.0 0.4 20.3

70歳代 194 1.5 1.0 0.0 75.8 1.0 0.5 1.5 0.5 18.0

80歳以上 81 7.4 3.7 0.0 60.5 1.2 0.0 0.0 2.5 24.7

単身（ひとり暮らし） 79 7.6 2.5 0.0 59.5 2.5 0.0 1.3 1.3 25.3

一世代（夫婦のみ） 229 1.7 2.6 0.9 78.2 0.4 0.0 0.9 0.4 14.8

二世代（親と子） 567 1.4 3.2 0.7 74.6 0.4 0.2 0.5 0.4 18.7

三世代（親と子と孫） 165 0.6 1.2 0.0 74.5 0.0 0.0 1.2 0.0 22.4

兄弟姉妹 10 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 10.0 40.0

その他 29 0.0 0.0 0.0 65.5 0.0 0.0 3.4 0.0 31.0

旧島田市内・大津 453 0.2 2.6 0.4 70.6 0.9 0.0 0.9 0.4 23.8

六合地区 169 0.0 0.6 0.0 66.9 0.0 0.6 0.6 0.0 31.4

初倉地区 124 0.0 0.8 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.8 23.4

伊久身・大長地区 41 0.0 9.8 0.0 75.6 0.0 0.0 0.0 0.0 14.6

金谷地区 236 7.6 4.2 1.7 84.7 0.4 0.0 0.4 0.8 0.0

川根地区 54 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 5.6 0.0 27.8

家族構

成

居住地

域

年齢

回答数 徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス
タク

シー
鉄道 その他

拠点に行

かない

全体 1082 2.8 3.2 0.6 72.3 0.2 0.0 0.9 0.2 19.9

10歳代 12 8.3 8.3 0.0 50.0 0.0 0.0 8.3 0.0 25.0

20歳代 59 1.7 5.1 0.0 71.2 1.7 0.0 5.1 0.0 15.3

30歳代 106 1.9 1.9 0.0 84.9 0.9 0.0 0.9 0.0 9.4

40歳代 179 1.7 3.9 0.6 75.4 0.0 0.0 0.6 0.0 17.9

50歳代 211 1.4 4.3 0.0 83.4 0.0 0.0 0.0 0.0 10.9

60歳代 239 2.1 1.7 0.8 68.6 0.0 0.0 0.8 0.0 25.9

70歳代 192 5.7 1.0 0.5 64.6 0.0 0.0 0.5 0.0 27.6

80歳以上 83 4.8 8.4 2.4 54.2 0.0 0.0 1.2 2.4 26.5

単身（ひとり暮らし） 76 7.9 3.9 0.0 57.9 1.3 0.0 2.6 1.3 25.0

一世代（夫婦のみ） 230 3.9 2.6 0.0 73.0 0.4 0.0 0.0 0.0 20.0

二世代（親と子） 564 1.6 3.7 0.9 72.3 0.0 0.0 1.2 0.0 20.2

三世代（親と子と孫） 168 1.8 1.8 0.6 79.8 0.0 0.0 0.0 0.6 15.5

兄弟姉妹 10 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

その他 33 9.1 6.1 0.0 69.7 0.0 0.0 3.0 0.0 12.1

旧島田市内・大津 458 0.7 3.1 0.2 72.3 0.4 0.0 1.3 0.4 21.6

六合地区 198 13.6 7.1 2.0 77.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

初倉地区 125 0.0 2.4 0.0 88.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.6

伊久身・大長地区 40 0.0 5.0 0.0 72.5 0.0 0.0 0.0 0.0 22.5

金谷地区 204 0.0 1.0 0.5 60.8 0.0 0.0 1.5 0.0 36.3

川根地区 52 0.0 0.0 0.0 57.7 0.0 0.0 1.9 0.0 40.4

年齢

家族構

成

居住地

域
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【初倉地域拠点】 

年代別では、若年層は「拠点に行かない」が多く、30歳代以降は「自家用車」が大半を占める。家族構成

別では、一世代から三世代は「自家用車」の割合が高くなる。居住地域別では、初倉地区では「自家用車」

が大半を占め、六合地区でも、「自家用車」の割合は比較的多い。金谷地区・川根地区では、「拠点に行かな

い」が多くなる。 

 
                                                    （％） 

 
 

【川根地域拠点】 

年代別では、30歳代以降は「自家用車」の利用が多くなる傾向が見られる。家族構成別では、一世代から

三世代は「自家用車」の割合が約６割と高い。居住地域別では、川根地区、伊久身・大長地区では「自家用

車」が大半を占め、旧島田・大津地区、金谷地区では、「拠点に行かない」の割合は高くなる。 

 
                                                    （％） 

 
  

回答数 徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス
タク

シー
鉄道 その他

拠点に行

かない

全体 1062 0.6 2.1 0.2 67.6 0.5 0.0 0.2 0.2 28.7

10歳代 12 0.0 0.0 0.0 58.3 0.0 0.0 0.0 0.0 41.7

20歳代 58 0.0 1.7 0.0 63.8 0.0 0.0 1.7 0.0 32.8

30歳代 105 0.0 1.0 0.0 74.3 1.0 0.0 0.0 0.0 23.8

40歳代 178 1.1 2.2 0.0 70.2 0.6 0.0 0.0 0.0 25.8

50歳代 209 0.0 2.9 0.5 76.1 0.5 0.0 0.0 0.0 20.1

60歳代 240 0.0 2.5 0.4 64.6 0.0 0.0 0.0 0.0 32.5

70歳代 181 1.1 0.6 0.0 63.0 0.6 0.0 0.6 0.0 34.3

80歳以上 78 2.6 3.8 0.0 55.1 1.3 0.0 0.0 2.6 34.6

単身（ひとり暮らし） 74 0.0 4.1 0.0 59.5 0.0 0.0 1.4 1.4 33.8

一世代（夫婦のみ） 221 0.5 2.7 0.0 68.3 0.9 0.0 0.0 0.0 27.6

二世代（親と子） 563 0.4 2.1 0.4 68.4 0.4 0.0 0.0 0.0 28.4

三世代（親と子と孫） 163 1.8 0.6 0.0 68.1 0.6 0.0 0.0 0.6 28.2

兄弟姉妹 10 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

その他 30 0.0 0.0 0.0 73.3 0.0 0.0 3.3 0.0 23.3

旧島田市内・大津 452 0.2 1.8 0.2 66.4 0.9 0.0 0.2 0.4 29.9

六合地区 166 0.0 0.6 0.0 72.9 0.0 0.0 0.0 0.0 26.5

初倉地区 150 3.3 5.3 0.0 90.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7

伊久身・大長地区 39 0.0 5.1 0.0 64.1 2.6 0.0 0.0 0.0 28.2

金谷地区 199 0.0 1.5 0.5 52.3 0.0 0.0 0.0 0.0 45.7

川根地区 52 0.0 0.0 0.0 53.8 0.0 0.0 1.9 0.0 44.2

居住地

域

年齢

家族構

成

回答数 徒歩 自転車 バイク 自家用車 バス
タク

シー
鉄道 その他

拠点に行

かない

全体 1051 1.2 1.1 0.8 56.6 0.7 0.1 0.7 0.1 38.7

10歳代 12 0.0 8.3 0.0 41.7 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

20歳代 58 0.0 1.7 1.7 46.6 0.0 0.0 1.7 0.0 48.3

30歳代 105 0.0 1.0 0.0 64.8 1.0 0.0 0.0 0.0 33.3

40歳代 178 0.6 2.2 1.1 57.9 0.6 0.0 0.6 0.0 37.1

50歳代 210 0.0 1.9 1.0 61.0 1.0 0.0 0.5 0.0 34.8

60歳代 235 1.7 0.0 1.3 57.0 0.0 0.0 0.4 0.0 39.6

70歳代 175 3.4 0.0 0.0 52.6 0.6 0.0 1.1 0.0 42.3

80歳以上 77 2.6 1.3 0.0 49.4 2.6 1.3 1.3 1.3 40.3

単身（ひとり暮らし） 74 1.4 1.4 0.0 44.6 4.1 0.0 2.7 1.4 44.6

一世代（夫婦のみ） 221 2.7 0.9 0.9 62.0 0.5 0.0 1.8 0.0 31.2

二世代（親と子） 554 0.4 1.4 0.7 55.8 0.4 0.0 0.2 0.0 41.2

三世代（親と子と孫） 163 1.8 0.6 1.2 58.3 0.6 0.6 0.0 0.0 36.8

兄弟姉妹 10 0.0 0.0 0.0 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 70.0

その他 28 3.6 0.0 0.0 64.3 0.0 0.0 0.0 0.0 32.1

旧島田市内・大津 455 0.4 1.1 0.9 54.7 1.1 0.0 0.7 0.2 40.9

六合地区 168 0.0 1.2 0.6 63.1 0.0 0.0 0.0 0.0 35.1

初倉地区 123 0.0 0.8 1.6 52.0 0.8 0.0 0.8 0.0 43.9

伊久身・大長地区 39 0.0 2.6 0.0 74.4 2.6 0.0 0.0 0.0 20.5

金谷地区 197 0.0 1.0 0.5 47.7 0.0 0.0 1.5 0.0 49.2

川根地区 65 16.9 1.5 0.0 76.9 0.0 1.5 0.0 0.0 3.1

年齢

家族構

成

居住地

域
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６ お住まいの地域のまちづくりについておたずねします。  
 

設問 16 今後、あなたが住んでいる地域が活性化していくために、重要だと思うことは何ですか？ 

 

福祉・医療・介護の充実については、「重要」と回答した割合が最も高く、次いで、商店や企業の充実、交

通機関や道路の整備となっている。伝統行事の継承・発展については、「どちらかといえば重要でない」「重

要でない」を合計した割合が最も高かった。 

 

【N=1227】 

 
 

【① 人の交流の増加】 

80 歳以上では、「重要」の割合が 43.6％と他の年齢と比べて高く、30歳代、60 歳代では「どちらかといえ

ば重要」の割合が高い。一方、20歳代では「どちらかといえば重要ではない」の割合が約 3割と他の年齢と

比べて高い。地区別では、六合地区において「重要」と考える割合が低い。 
 

                                          （％） 

 

35.4 

62.5 

40.6 

61.8 

22.5 

21.8 

44.5 

35.6 

35.4 

70.4 

42.2 

49.5 

31.9 

42.0 

32.6 

51.1 

48.5 

44.0 

50.4 
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26.4 

47.3 
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14.1 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①人の交流の増加

②商店や企業の充実

③住んでいる人の増加

④交通機関や道路の整備

⑤人が集まるイベントの開催

⑥伝統行事の継承・発展

⑦学校や公共施設の充実

⑧若者の地域活動への参加

⑨地域産業（農林業など）の振興

⑩福祉・医療・介護の充実

⑪地域の自然環境・景観の保全

重要 どちらかといえば重要 どちらかといえば重要ではない 重要ではない

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1227 35.4 49.5 11.6 3.6

10歳代 12 58.3 33.3 8.3 0.0

20歳代 61 27.9 37.7 29.5 4.9

30歳代 109 22.9 60.6 13.8 2.8

40歳代 183 32.2 49.2 13.1 5.5

50歳代 214 36.0 48.1 13.1 2.8

60歳代 270 33.7 54.4 8.5 3.3

70歳代 242 40.9 46.3 9.1 3.7

80歳以上 133 43.6 45.9 7.5 3.0

旧島田市内・大津 528 40.0 45.8 10.4 3.8

六合地区 200 26.5 51.0 16.0 6.5

初倉地区 155 33.5 52.9 12.3 1.3

伊久身・大長地区 41 41.5 51.2 7.3 0.0

金谷地区 232 34.1 53.0 10.8 2.2

川根地区 64 31.3 53.1 12.5 3.1

生まれてからずっと島田市に居

住している
497 36.6 50.3 9.3 3.8

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
272 34.9 47.1 14.3 3.7

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
416 33.9 50.2 12.5 3.4

その他 37 37.8 51.4 10.8 0.0

居住経

験

年齢

居住地

域
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【② 商店や企業の充実】 

年齢別では、特に 20歳代及び 40歳代の「重要」の割合が多く７割を超えており、生産年齢人口の年齢層

の重要度は比較的高い。地区別では、旧島田・大津地区では「重要」の割合が 67.3％と最多であり、他地区

に比べて高い一方、伊久身・大長地区では 47.5％と地域によって差が見られる。 
 

                                       （％） 

 
 

【③ 住んでいる人の増加】 

「重要」「どちらかといえば重要」の割合の合計は高齢になるにつれ高い一方、20 歳代では「どちらかと

いえば重要ではない」の割合が他年齢に比べて高い。地区別では、伊久身・大長地区、川根地区では「重要」

の割合は、他地区に比べて高い。                                
                

                                        （％） 

 

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1243 62.5 31.9 3.9 1.6

10歳代 12 66.7 16.7 16.7 0.0

20歳代 61 75.4 16.4 6.6 1.6

30歳代 109 65.1 30.3 3.7 0.9

40歳代 183 73.2 23.0 2.2 1.6

50歳代 217 65.4 30.9 2.8 0.9

60歳代 274 61.3 31.8 4.7 2.2

70歳代 246 57.3 35.4 4.9 2.4

80歳以上 138 47.1 49.3 2.9 0.7

旧島田市内・大津 535 67.3 27.5 3.9 1.3

六合地区 204 56.9 36.3 3.4 3.4

初倉地区 154 62.3 33.1 3.9 0.6

伊久身・大長地区 40 47.5 42.5 10.0 0.0

金谷地区 238 60.9 33.6 3.4 2.1

川根地区 65 56.9 38.5 4.6 0.0

生まれてからずっと島田市に居

住している
504 65.3 29.4 3.4 2.0

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
276 63.8 28.6 6.2 1.4

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
423 59.1 36.2 3.3 1.4

その他 35 60.0 37.1 2.9 0.0

居住地

域

居住経

験

年齢

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1240 40.6 42.0 14.1 3.2

10歳代 12 58.3 25.0 16.7 0.0

20歳代 61 32.8 36.1 26.2 4.9

30歳代 109 36.7 39.4 19.3 4.6

40歳代 183 41.0 40.4 13.7 4.9

50歳代 217 34.6 45.2 17.1 3.2

60歳代 274 38.3 47.1 12.4 2.2

70歳代 246 49.2 36.2 11.4 3.3

80歳以上 135 44.4 45.2 8.9 1.5

旧島田市内・大津 530 40.8 43.2 12.6 3.4

六合地区 203 29.6 43.3 20.7 6.4

初倉地区 155 34.2 45.8 18.1 1.9

伊久身・大長地区 41 51.2 41.5 7.3 0.0

金谷地区 239 46.0 39.7 12.1 2.1

川根地区 65 60.0 30.8 7.7 1.5

生まれてからずっと島田市に居

住している
501 43.5 40.9 12.0 3.6

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
274 41.6 39.8 15.3 3.3

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
423 36.4 44.7 15.8 3.1

その他 37 45.9 40.5 13.5 0.0

年齢

居住地

域

居住経

験
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【④ 交通機関や道路の整備】 

「重要」「どちらかといえば重要」の割合の合計が、全年齢で約９割と非常に高い。地区別では、川根地区

では「重要」の割合は、他地区に比べて高い。居住経験別でも、「重要」の割合が高く、約６割を占めている。 
 

                                        （％） 

 
 

【⑤ 人が集まるイベントの開催】 

年齢別では、10歳代は、「重要」の割合が最も高く、60歳代以降は、「どちらかといえば重要」の割合が高

く５割を超えている。地区別では、川根地区では「重要」の割合が高い一方、伊久身・大長地区では、「どち

らかといえば重要ではない」の割合が他地区と比べて高い。 
 

                                       （％） 

  

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1246 61.8 32.6 4.7 0.9

10歳代 12 75.0 25.0 0.0 0.0

20歳代 61 63.9 29.5 3.3 3.3

30歳代 109 63.3 30.3 5.5 0.9

40歳代 183 63.9 29.5 6.0 0.5

50歳代 218 61.5 33.5 4.1 0.9

60歳代 276 60.1 35.1 4.3 0.4

70歳代 244 61.5 32.0 5.7 0.8

80歳以上 140 60.7 34.3 3.6 1.4

旧島田市内・大津 533 58.5 35.8 5.3 0.4

六合地区 205 62.9 28.8 5.4 2.9

初倉地区 157 57.3 38.2 3.8 0.6

伊久身・大長地区 40 67.5 30.0 2.5 0.0

金谷地区 238 64.3 29.8 5.0 0.8

川根地区 66 84.8 13.6 1.5 0.0

生まれてからずっと島田市に居

住している
503 63.8 30.6 4.6 1.0

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
274 60.9 32.5 6.2 0.4

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
426 59.4 35.0 4.5 1.2

その他 38 71.1 28.9 0.0 0.0

年齢

居住地

域

居住経

験

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1234 22.5 51.1 21.2 5.2

10歳代 12 58.3 16.7 16.7 8.3

20歳代 61 37.7 36.1 23.0 3.3

30歳代 108 29.6 49.1 16.7 4.6

40歳代 181 24.9 45.9 22.1 7.2

50歳代 216 20.8 47.7 25.5 6.0

60歳代 273 17.6 57.5 19.8 5.1

70歳代 244 18.4 53.3 24.2 4.1

80歳以上 136 22.8 58.1 14.7 4.4

旧島田市内・大津 534 24.2 52.4 18.7 4.7

六合地区 203 19.2 50.2 22.7 7.9

初倉地区 153 23.5 47.1 22.9 6.5

伊久身・大長地区 39 12.8 53.8 33.3 0.0

金谷地区 235 21.3 52.8 21.7 4.3

川根地区 63 27.0 44.4 23.8 4.8

生まれてからずっと島田市に居

住している
499 21.8 53.1 20.2 4.8

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
274 25.5 47.8 21.5 5.1

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
418 22.2 49.3 22.5 6.0

その他 38 13.2 65.8 18.4 2.6

年齢

居住地

域

居住経

験
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【⑥ 伝統行事の継承・発展】 

年齢別では、60歳代以降は、「どちらかといえば重要」の割合が高い一方、30歳代においては、「どちらか

といえば重要ではない」「重要ではない」の割合が高い。居住経験別では、生まれてから島田市に居住してい

る方では、「重要」の割合が高い。 
 

                                        （％） 

 
 

【⑦ 学校や公共施設の充実】 

10 歳代・30歳代では、「重要」の割合が高い。地区別では、伊久身・大長地区の「重要」の割合が 33.3％

と小さい。居住経験別では、Iターンの人ほど「重要」と回答する割合が多い。 
 

                                        （％） 

  

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1230 21.8 48.5 23.6 6.1

10歳代 12 50.0 25.0 16.7 8.3

20歳代 61 27.9 42.6 23.0 6.6

30歳代 108 20.4 38.9 28.7 12.0

40歳代 183 22.4 44.3 26.2 7.1

50歳代 215 17.2 47.9 26.0 8.8

60歳代 272 16.5 54.0 24.6 4.8

70歳代 242 26.0 51.2 19.4 3.3

80歳以上 134 26.1 52.2 18.7 3.0

旧島田市内・大津 530 23.6 52.5 17.7 6.2

六合地区 200 17.0 45.0 27.5 10.5

初倉地区 154 18.2 44.2 32.5 5.2

伊久身・大長地区 39 20.5 43.6 33.3 2.6

金谷地区 236 22.0 49.2 24.6 4.2

川根地区 64 31.3 39.1 26.6 3.1

生まれてからずっと島田市に居

住している
496 25.6 47.2 21.2 6.0

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
274 17.9 52.2 24.8 5.1

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
420 20.7 46.7 25.5 7.1

その他 35 11.4 65.7 20.0 2.9

年齢

居住地

域

居住経

験

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1233 44.5 44.0 9.5 2.0

10歳代 12 91.7 0.0 0.0 8.3

20歳代 61 44.3 41.0 13.1 1.6

30歳代 109 65.1 25.7 5.5 3.7

40歳代 183 45.4 41.5 10.4 2.7

50歳代 216 36.6 48.6 13.0 1.9

60歳代 273 41.4 48.7 8.1 1.8

70歳代 243 44.0 45.7 9.1 1.2

80歳以上 133 42.9 46.6 9.0 1.5

旧島田市内・大津 532 45.7 44.4 9.2 0.8

六合地区 203 48.8 36.5 10.3 4.4

初倉地区 155 46.5 40.6 10.3 2.6

伊久身・大長地区 39 33.3 59.0 7.7 0.0

金谷地区 234 38.9 48.7 9.0 3.4

川根地区 63 41.3 47.6 11.1 0.0

生まれてからずっと島田市に居

住している
500 42.4 45.2 9.4 3.0

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
272 40.4 47.4 10.7 1.5

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
420 50.2 39.5 8.8 1.4

その他 36 38.9 50.0 11.1 0.0

年齢

居住地

域

居住経

験
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【⑧ 若者の地域活動への参加】 

20 歳代では、「どちらかといえば重要ではない」の割合が他の年齢と比べて高い。70 歳代及び 80 歳代は

「重要」の割合が高く、４割を超えている。居住経験別では、I ターンの人ほど「どちらかといえば重要」

と考える割合が低い。 
           

                                        （％） 

 
 

【⑨ 地域産業（農林業など）の振興】 

年齢別では、特に 50歳代及び 60歳代の「重要」と考える割合が他の年齢層よりも低い。地区別では、伊

久身・大長地区では「重要」「どちらかといえば重要」の割合の合計が高い。 
 

                                        （％） 

  

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1235 35.6 50.4 10.9 3.0

10歳代 12 66.7 25.0 0.0 8.3

20歳代 61 34.4 31.1 26.2 8.2

30歳代 109 38.5 41.3 13.8 6.4

40歳代 183 32.8 49.7 14.2 3.3

50歳代 216 25.0 58.8 11.6 4.6

60歳代 273 30.4 58.2 9.9 1.5

70歳代 244 43.9 48.0 7.4 0.8

80歳以上 134 47.0 45.5 6.0 1.5

旧島田市内・大津 532 37.0 50.8 9.2 3.0

六合地区 201 33.3 48.8 11.9 6.0

初倉地区 155 31.0 52.9 14.2 1.9

伊久身・大長地区 40 40.0 50.0 10.0 0.0

金谷地区 236 36.9 50.0 10.6 2.5

川根地区 64 34.4 53.1 12.5 0.0

生まれてからずっと島田市に居

住している
501 36.3 51.3 9.6 2.8

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
273 34.4 52.7 9.9 2.9

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
421 36.3 47.0 13.1 3.6

その他 36 25.0 63.9 11.1 0.0

年齢

居住地

域

居住経

験

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1235 35.4 48.6 12.6 3.5

10歳代 12 58.3 25.0 0.0 16.7

20歳代 61 36.1 42.6 19.7 1.6

30歳代 109 36.7 42.2 17.4 3.7

40歳代 182 36.8 44.0 15.4 3.8

50歳代 215 28.4 50.7 13.5 7.4

60歳代 273 33.7 52.0 12.1 2.2

70歳代 247 36.8 50.6 10.1 2.4

80歳以上 133 42.9 50.4 6.8 0.0

旧島田市内・大津 530 34.3 49.2 12.3 4.2

六合地区 201 28.4 45.8 18.4 7.5

初倉地区 155 40.6 43.9 13.5 1.9

伊久身・大長地区 41 48.8 48.8 2.4 0.0

金谷地区 238 36.6 52.1 10.5 0.8

川根地区 63 44.4 44.4 9.5 1.6

生まれてからずっと島田市に居

住している
498 37.3 48.4 10.0 4.2

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
275 31.3 49.5 16.4 2.9

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
422 35.5 48.6 12.8 3.1

その他 36 38.9 41.7 16.7 2.8

年齢

居住地

域

居住経

験
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【⑩ 福祉・医療・介護の充実】 

年齢別では、20歳代及び 30 歳代が「重要」と考える割合が他の年齢層より低く、30歳代以降、年齢が上

がるにつれ、「重要」の割合が高くなる傾向にある。地区別では、伊久身・大長地区において「重要」「どち

らかといえば重要」の割合が高い。また、Ｕターンの人ほど「重要」と考える割合が低い。 
                              

                                       （％） 

 
 

【⑪ 地域の自然環境・景観の保全】 

年齢別では、10歳代・20歳代の「重要」の割合が高い。地区別では、六合地区において、他の地域と比較

して「重要」と考える割合が 36.6％と低い一方、川根地区においては 48.4％と最多であり地域によって大き

な差が見られる。 
                    

                                        （％） 

  

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1245 70.4 26.4 2.2 1.0

10歳代 12 83.3 16.7 0.0 0.0

20歳代 61 60.7 29.5 4.9 4.9

30歳代 109 65.1 29.4 2.8 2.8

40歳代 183 66.7 29.5 3.3 0.5

50歳代 216 66.7 31.5 0.9 0.9

60歳代 274 71.2 26.6 1.8 0.4

70歳代 248 75.0 21.4 2.8 0.8

80歳以上 139 78.4 20.9 0.7 0.0

旧島田市内・大津 538 70.6 26.4 2.0 0.9

六合地区 203 65.0 30.0 1.5 3.4

初倉地区 155 72.3 23.9 3.9 0.0

伊久身・大長地区 40 80.0 20.0 0.0 0.0

金谷地区 238 71.0 26.9 2.1 0.0

川根地区 64 71.9 25.0 3.1 0.0

生まれてからずっと島田市に居

住している
503 72.4 25.4 1.6 0.6

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
274 67.5 27.4 3.6 1.5

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
426 69.0 28.2 1.6 1.2

その他 37 83.8 10.8 5.4 0.0

年齢

居住地

域

居住経

験

回答数 重要

どちらか

といえば

重要

どちらか

といえば

重要では

ない

重要では

ない

全体 1237 42.2 47.3 8.7 1.8

10歳代 12 66.7 33.3 0.0 0.0

20歳代 61 54.1 31.1 13.1 1.6

30歳代 109 43.1 42.2 11.9 2.8

40歳代 183 39.3 48.6 9.8 2.2

50歳代 216 38.4 47.7 10.6 3.2

60歳代 273 41.0 51.6 7.3 0.0

70歳代 245 42.9 46.9 7.3 2.9

80歳以上 135 45.2 49.6 5.2 0.0

旧島田市内・大津 533 41.5 48.0 8.3 2.3

六合地区 202 36.6 49.0 11.9 2.5

初倉地区 154 42.2 44.8 11.0 1.9

伊久身・大長地区 40 42.5 52.5 5.0 0.0

金谷地区 237 47.7 45.1 6.8 0.4

川根地区 64 48.4 43.8 6.3 1.6

生まれてからずっと島田市に居

住している
500 43.0 47.0 7.8 2.2

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
273 37.7 48.0 12.5 1.8

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
423 43.5 47.0 8.0 1.4

その他 36 50.0 47.2 2.8 0.0

居住経

験

年齢

居住地

域
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７ デジタル活用についておたずねします。  

 

設問 17 島田市の取組の中で、デジタル化が進むことを特に期待する分野は何ですか？  

 

「医療・保険」と回答した割合が最も高く（17.6％）、次いで「行政手続き（17.0％）」となっている。1割

を超えた項目は「医療・保険」「行政手続き」「防災・消防（11.4％）」であった。 

 

【N=1214】 

 
 

年齢別では、30 歳代・40 歳代においては、「子ども・子育て支援」の割合が、50 歳代・60 歳代において

は、「行政手続き」の割合が、80 歳代においては、「高齢者・障碍者福祉」の割合が高くなる。職業別では、

会社員においては「行政手続き」、自営業においては「中小企業・商店街の支援」「農林業振興」「高齢者・障

碍者福祉」の割合が高く、また、派遣社員においては、「防災・消防」「医療・保健」の割合が高い。 

 
（％） 

 
  

11.4%

17.6%

7.5%

6.7%

7.3%

1.4%
1.3%

0.8%

3.0%

1.2%

3.0%

5.8%

1.1%

5.4%

5.1%

1.8%

1.4%

17.0%

1.3%

防災・消防

医療・保健

高齢者・障害者福祉

こども・子育て支援

学校教育

社会教育・生涯学習

健康増進・スポーツ振興

産業振興

中小企業・商店街の支援

農林業振興

観光振興

生活環境の維持・向上

歴史・文化の発信

情報発信・シティプロモーション

道路・上下水道などのインフラの維持・管理

防犯・交通安全

公共施設の維持・管理

行政手続き

その他

回答数
防災・消

防

医療・保

健

高齢者・

障害者福

祉

こども・

子育て支

援

学校教育

社会教

育・生

涯学習

健康増

進・ス

ポーツ振

興

産業振興

中小企

業・商店

街の支援

農林業振

興
観光振興

生活環境

の維持・

向上

歴史・文

化の発信

情報発

信・シ

ティプロ

モーショ

ン

道路・上

下水道な

どのイン

フラの維

持・管理

防犯・交

通安全

公共施設

の維持・

管理

行政手続

き
その他

全体 1214 11.4 17.6 7.5 6.7 7.3 1.4 1.3 0.8 3.0 1.2 3.0 5.8 1.1 5.4 5.1 1.8 1.4 17.0 1.3

10歳代 12 8.3 0.0 8.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 16.7 8.3 16.7 0.0

20歳代 60 10.0 20.0 3.3 10.0 6.7 0.0 1.7 0.0 3.3 1.7 5.0 3.3 0.0 8.3 5.0 6.7 0.0 13.3 1.7

30歳代 104 11.5 15.4 2.9 21.2 10.6 1.0 1.0 1.0 3.8 0.0 2.9 1.9 1.0 2.9 1.9 1.0 1.0 19.2 0.0

40歳代 178 11.8 17.4 3.9 12.4 13.5 0.6 1.1 0.0 2.8 1.7 2.2 7.3 0.0 3.9 2.8 0.6 1.1 15.7 1.1

50歳代 210 10.0 21.0 4.3 3.3 6.2 1.4 1.0 0.0 2.9 0.5 4.3 8.6 1.0 6.2 3.8 1.0 0.5 23.3 1.0

60歳代 270 14.1 15.9 7.0 3.7 7.0 1.9 0.7 1.1 3.7 0.7 4.1 3.7 1.5 6.3 3.0 1.1 1.9 22.2 0.4

70歳代 235 12.3 16.6 9.4 2.6 4.3 2.1 2.6 2.6 3.0 2.6 1.7 6.4 1.3 5.5 9.8 1.3 1.7 12.8 1.7

80歳以上 142 7.0 20.4 19.7 5.6 2.1 1.4 0.7 0.0 1.4 0.7 2.1 7.0 2.1 4.2 9.2 4.2 2.1 5.6 4.2

会社（団体）役員 39 15.4 7.7 2.6 10.3 5.1 0.0 2.6 2.6 7.7 0.0 5.1 7.7 2.6 2.6 2.6 0.0 2.6 23.1 0.0

会社員（団体職員） 344 9.6 19.2 4.4 8.7 11.0 0.3 1.7 0.3 3.8 0.3 2.6 6.1 0.9 4.7 3.2 2.0 0.3 20.3 0.6

公務員 54 7.4 20.4 0.0 16.7 7.4 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 7.4 0.0 11.1 1.9 1.9 0.0 20.4 1.9

自営業（商工サービス業） 49 8.2 20.4 4.1 6.1 4.1 0.0 0.0 2.0 12.2 2.0 4.1 4.1 0.0 6.1 8.2 2.0 2.0 12.2 2.0

自営業（農林漁業） 37 8.1 18.9 13.5 2.7 2.7 0.0 5.4 2.7 0.0 16.2 0.0 2.7 0.0 2.7 5.4 0.0 0.0 16.2 2.7

専業主婦（夫） 115 14.8 11.3 8.7 4.3 9.6 5.2 0.9 0.9 0.9 1.7 1.7 7.0 1.7 5.2 6.1 0.0 2.6 16.5 0.9

派遣職員 16 25.0 37.5 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 6.3 0.0

パート・アルバイト 195 14.4 16.9 6.7 5.6 7.2 2.1 0.5 1.0 3.6 1.0 4.1 4.6 1.0 7.2 3.1 1.0 2.1 16.9 1.0

学生 20 10.0 20.0 5.0 5.0 15.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 5.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0 5.0 10.0 0.0

無職 302 10.6 17.9 12.6 4.0 4.0 1.7 1.7 0.7 1.7 0.3 3.6 6.3 1.3 5.0 8.6 2.3 1.7 13.6 2.6

その他 36 13.9 19.4 11.1 8.3 2.8 0.0 0.0 2.8 2.8 0.0 0.0 5.6 0.0 2.8 5.6 2.8 2.8 19.4 0.0

年齢

職業

（勤務

先の業

種）
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設問 18 あなたは、次のような場面でマイナンバーカードを利用したことがありますか？ ＜複数選択＞ 

 

マイナンバーカードは、病院で保険証として利用される場合が最も多く、次いで本人確認書類と回答した

割合が多かった。他方、「利用したことがない」と回答した割合は３番目に多かった。 

 

【N=1281】 

 
 

年齢別では、20 歳代から 60 歳代においては、「コンビニで住民票の写しなどを発行する」「スマートフォ

ンやパソコンで行政手続きを行う」が高い。70 歳代から 80 歳代以上では、「病院で保険証として提示する」

が高い。職業別では、会社員においては、「コンビニで住民票の写しなどを発行する」「スマートフォンやパ

ソコンで行政手続きを行う」、加えて公務員においては、「窓口で本人確認書類として提示する」、専業主婦・

派遣職員・無職においては、「病院で保険証として提示する」が高い。 
 

                                        （％） 

  

376 

296 

530 

175 

317 

108 

0 100 200 300 400 500 600

窓口で本人確認書類として提示する

コンビニで住民票の写しなどを発行する

病院で保険証として提示する

スマートフォンやパソコンで行政手続きを行う

利用したことがない

マイナンバーカードを持っていない

回答数

窓口で本

人確認書

類として

提示する

コンビニ

で住民票

の写しな

どを発行

する

病院で保

険証とし

て提示す

る

スマート

フォンや

パソコン

で行政手

続きを行

う

利用した

ことがな

い

マイナ

ンバー

カード

を持っ

ていな

い

全体 1281 29.4 23.1 41.4 13.7 24.7 8.4

10歳代 13 30.8 7.7 38.5 7.7 30.8 15.4

20歳代 61 26.2 27.9 37.7 24.6 24.6 6.6

30歳代 108 30.6 30.6 35.2 21.3 20.4 12.0

40歳代 183 20.8 32.2 32.2 21.9 25.1 9.8

50歳代 217 30.0 37.3 35.0 19.4 24.0 5.1

60歳代 278 36.0 27.0 42.8 14.4 21.2 7.6

70歳代 258 27.1 8.9 49.6 4.3 27.9 9.3

80歳以上 160 29.4 3.1 49.4 1.3 29.4 9.4

会社（団体）役員 39 28.2 30.8 33.3 7.7 23.1 10.3

会社員（団体職員） 354 26.0 36.4 38.4 22.3 22.3 7.9

公務員 54 35.2 38.9 38.9 14.8 22.2 5.6

自営業（商工サービス業） 55 29.1 21.8 41.8 14.5 21.8 9.1

自営業（農林漁業） 41 24.4 9.8 34.1 9.8 34.1 12.2

専業主婦（夫） 123 24.4 13.8 50.4 11.4 24.4 7.3

派遣職員 16 31.3 50.0 43.8 6.3 25.0 0.0

パート・アルバイト 203 30.5 25.1 37.4 14.8 26.6 5.4

学生 20 30.0 20.0 15.0 20.0 35.0 15.0

無職 332 33.1 7.5 47.3 4.5 25.6 11.4

その他 37 32.4 27.0 32.4 18.9 29.7 5.4

単身（ひとり暮らし） 107 30.8 21.5 39.3 7.5 25.2 13.1

一世代（夫婦のみ） 293 31.4 20.1 49.1 10.6 22.9 5.1

二世代（親と子） 632 27.5 25.3 37.7 16.1 25.8 9.2

三世代（親と子と孫） 191 31.4 24.1 42.4 15.7 23.0 6.8

兄弟姉妹 11 18.2 9.1 36.4 0.0 18.2 27.3

その他 43 30.2 11.6 41.9 7.0 30.2 11.6

旧島田市内・大津 549 31.0 25.9 38.4 14.9 23.7 10.0

六合地区 210 30.5 25.2 39.5 16.7 29.5 4.8

初倉地区 156 24.4 21.2 39.7 14.1 25.0 7.7

伊久身・大長地区 43 34.9 27.9 46.5 9.3 16.3 7.0

金谷地区 249 28.1 17.3 43.4 9.6 26.9 8.0

川根地区 68 25.0 16.2 61.8 10.3 16.2 10.3

年齢

職業

（勤務

先の業

種）

家族構

成

居住地

域
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８ 人口減少についておたずねします。 
 

設問 19 あなたは、島田市の人口が減少していることを知っていましたか？ 

 

回答者の４人中３人は人口減少について認識している。年齢別では、若年層ほど認知していない割合が高

い。 

 

【N=1275】 

 
 

  

76.8%

23.2%

知っている

知らなかった
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設問 20 あなたは人口減少が与える影響について、深刻であると感じるものは何ですか？ ＜複数選択＞ 

 

「地域を支える若者や担い手の不足」の回答数が最も多く、次いで、「労働力不足による地域産業の衰退」

であった。他方で「娯楽やスポーツ・文化などに触れる機会の減少」という回答数が最も少なかった。「特に

深刻な影響はない」という回答が少ないことから、少なからず人口減少の影響を懸念する割合が多いことが

推測される。 

 

【N=1281】 

 

 

「労働力不足による地域産業の衰退」について、業種別では、会社（団体）役員の割合が高く、また、 「地

域を支える若者や担い手の不足」についても、自営業（農林漁業）に次いで２番目に割合が多い。年齢別で

は、ほぼ全ての項目で若年層よりも高齢層の割合が高い。居住地域別では、特に伊久身・大長地区が「交通

機関の廃線、減便」及び「学校の統廃合や集団活動・行事の減少」への危機感が強い。 
 

                                                           （％） 

 
  

604 

449 

645 

388 

403 

114 

82 

192 

338 

217 

255 

26 

13 

0 100 200 300 400 500 600 700

労働力不足による地域産業の衰退

商店や飲食店などの店舗の減少

地域を支える若者や担い手の不足

医療や介護サービスの提供不足

商店街などのにぎわいの喪失

地域のコミュニティや伝統・文化の衰退

娯楽やスポーツ・文化などに触れる機会の減少

行政機能・サービスの低下

公共交通機関の廃線、減便

学校の統廃合や集団活動・行事の減少

空き家の増加などによる治安の悪化

その他

特に深刻な影響は感じない

回答数

労働力不

足による

地域産業

の衰退

商店や飲

食店など

の店舗の

減少

地域を支

える若者

や担い手

の不足

医療や介

護サービ

スの提供

不足

商店街な

どのにぎ

わいの喪

失

地域の

コミュ

ニティ

や伝

統・文

化の衰

退

娯楽や

スポー

ツ・文

化など

に触れ

る機会

の減少

行政機

能・サー

ビスの低

下

公共交通

機関の廃

線、減便

学校の統

廃合や集

団活動・

行事の減

少

空き家の

増加など

による治

安の悪化

その他

特に深刻

な影響は

感じない

全体 1285 47.0 34.9 50.2 30.2 31.4 8.9 6.4 14.9 26.3 16.9 19.8 2.0 1.0

10歳代 13 53.8 23.1 46.2 23.1 23.1 7.7 23.1 7.7 38.5 7.7 0.0 0.0 0.0

20歳代 60 43.3 31.7 48.3 23.3 20.0 15.0 11.7 11.7 25.0 13.3 13.3 6.7 5.0

30歳代 108 40.7 42.6 42.6 31.5 26.9 5.6 12.0 19.4 14.8 24.1 15.7 2.8 1.9

40歳代 184 51.1 34.2 43.5 31.0 33.7 9.2 7.6 16.8 26.6 17.4 20.1 0.0 1.1

50歳代 218 47.7 38.1 43.6 35.8 29.4 7.3 8.7 15.6 28.0 13.3 18.8 2.8 0.9

60歳代 277 46.6 33.6 56.0 30.3 31.4 8.7 3.6 15.5 26.4 20.2 18.4 1.8 0.0

70歳代 258 45.0 33.3 55.8 29.1 35.3 9.3 2.3 14.3 25.6 16.7 22.1 1.9 0.8

80歳以上 164 50.6 32.3 54.3 26.2 32.9 10.4 5.5 11.0 31.7 12.8 26.8 1.8 1.2

会社（団体）役員 39 59.0 30.8 61.5 25.6 38.5 5.1 12.8 7.7 17.9 12.8 12.8 5.1 2.6

会社員（団体職員） 353 48.2 38.8 46.2 31.4 28.6 7.9 9.3 15.6 24.9 17.0 19.0 1.1 0.8

公務員 55 43.6 38.2 47.3 40.0 18.2 9.1 7.3 18.2 29.1 18.2 14.5 3.6 1.8

自営業（商工サービス業） 55 45.5 30.9 52.7 23.6 32.7 5.5 9.1 14.5 21.8 16.4 16.4 0.0 3.6

自営業（農林漁業） 40 52.5 27.5 75.0 25.0 20.0 0.0 2.5 2.5 17.5 22.5 40.0 2.5 0.0

専業主婦（夫） 125 46.4 31.2 46.4 32.0 31.2 13.6 5.6 16.0 27.2 19.2 28.0 0.0 0.8

派遣職員 16 50.0 37.5 37.5 31.3 37.5 6.3 0.0 18.8 25.0 18.8 0.0 6.3 0.0

パート・アルバイト 204 46.1 35.3 53.4 29.9 32.8 6.4 3.9 16.2 28.4 19.1 17.6 1.5 0.5

学生 20 50.0 35.0 45.0 25.0 15.0 10.0 15.0 10.0 25.0 5.0 0.0 20.0 0.0

無職 331 45.3 32.3 52.9 29.9 34.7 11.5 4.2 14.8 29.6 15.7 20.2 2.7 0.9

その他 38 44.7 39.5 34.2 26.3 44.7 13.2 0.0 21.1 15.8 10.5 28.9 0.0 2.6

旧島田市内・大津 553 48.1 36.5 47.9 28.6 35.4 10.3 8.5 14.8 23.9 14.6 18.8 1.6 0.9

六合地区 211 44.5 30.8 48.3 37.0 30.8 7.6 5.7 19.0 19.9 12.8 18.5 3.3 0.9

初倉地区 155 47.7 32.9 49.7 31.0 29.0 9.0 5.8 11.0 28.4 25.2 21.3 1.3 1.3

伊久身・大長地区 44 31.8 27.3 50.0 36.4 31.8 4.5 2.3 6.8 40.9 38.6 20.5 2.3 2.3

金谷地区 248 47.6 40.7 52.4 27.8 26.6 7.3 4.8 16.5 31.0 14.5 21.8 1.6 1.2

川根地区 68 51.5 25.0 69.1 25.0 22.1 10.3 1.5 11.8 33.8 19.1 22.1 4.4 0.0

年齢

職業

（勤務

先の業

種）

居住地

域
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９ SDGｓについておたずねします。  
 

設問 21 あなたは、ＳＤＧｓについて知っていますか？  

 

SDGs について、内容まで理解している割合は 46％で、見聞きしたこともないという回答は 1 割ほど見ら

れた。 

 

【N=1255】 

 
 

年齢別では、特に 70歳以上の高齢者が知らない割合が高く、職種別では「自営業（農林漁業）」「無職」に

ついて知っている割合が小さかった。また、二世代（親と子）の世帯は５割以上が、三世代（親と子と孫）

の世帯は４割弱が「内容を含め知っている」と回答しており、家族構成によって大きな差が見られる。さら

に、地区別では、「内容を含め知っている」と回答した割合が、川根地区では 25％、旧島田市内・大津地区

では 50％で約 2倍の差があり、居住地区によっても大きな差が見られた。 
 

                           （％） 

  

46.0%

42.4%

11.6%

内容を含め知っている

内容は分からないが、聞いたこ

とがある

知らない（聞いたこともない）

回答数

内容を含

め知って

いる

内容は分

からない

が、聞い

たことが

ある

知らない

（聞いた

こともな

い）

全体 1255 46.0 42.4 11.6

10歳代 13 61.5 30.8 7.7

20歳代 60 51.7 46.7 1.7

30歳代 108 57.4 37.0 5.6

40歳代 182 61.5 35.7 2.7

50歳代 213 55.9 39.0 5.2

60歳代 276 52.9 38.4 8.7

70歳代 249 28.1 52.6 19.3

80歳以上 151 17.9 49.7 32.5

会社（団体）役員 38 65.8 26.3 7.9

会社員（団体職員） 353 58.1 38.0 4.0

公務員 55 70.9 25.5 3.6

自営業（商工サービス業） 47 46.8 46.8 6.4

自営業（農林漁業） 38 26.3 57.9 15.8

専業主婦（夫） 125 41.6 44.8 13.6

派遣職員 15 33.3 53.3 13.3

パート・アルバイト 203 47.3 43.3 9.4

学生 20 85.0 10.0 5.0

無職 317 30.0 46.7 23.3

その他 38 23.7 68.4 7.9

単身（ひとり暮らし） 104 38.5 45.2 16.3

一世代（夫婦のみ） 280 43.9 43.2 12.9

二世代（親と子） 623 51.2 39.6 9.1

三世代（親と子と孫） 189 39.2 47.1 13.8

兄弟姉妹 11 27.3 54.5 18.2

その他 44 36.4 47.7 15.9

旧島田市内・大津 542 50.0 39.9 10.1

六合地区 208 48.1 40.9 11.1

初倉地区 156 44.9 41.0 14.1

伊久身・大長地区 42 40.5 52.4 7.1

金谷地区 237 42.6 46.0 11.4

川根地区 63 25.4 52.4 22.2

年齢

職業

（勤務

先の業

種）

家族構

成

居住地

域
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設問 22 以下は、身近な生活の中でＳＤＧｓのゴールにつながる取り組みの一例です。あなたが普段から

心がけていることは何ですか？ 

 

「あいさつや他者への思いやりを心がけること」や「健康診断を受診すること」、「ごみを減らすこと」の

回答数が突出して多い。他方で、「パラスポーツを体験すること」や「外国の方と交流すること」については、

50 件未満と非常に回答数が少なかった。 

 

【N=1285】 

 
 

「あいさつや他者への思いやりを心がけること」について、年齢別では若年層より高齢層の方が割合が高

く、約 7 割を占めている。「健康診断を受診すること」について、居住地域別では、伊久身・大長地区が約

75％と突出して割合が高い。「ごみを減らすこと」について、若年層より高齢層の方が割合が高く、20％以上

の差が見られる。 
 

（％） 
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723 

457 

113 

254 

752 

348 

20 

415 

80 

162 

334 

102 

653 

290 
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170 
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102 

164 

221 

177 

120 

135 

47 

302 
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地域の防災訓練へ参加すること

健康診断を受診すること

習慣的に運動すること

フードバンクへ協力すること

家事や育児を分担すること

あいさつや他者への思いやりを心がけること

興味のある事柄を調べること

パラスポーツを体験すること

仕事と生活のバランスを整えること

魅力ある市内の企業を知ること

まちなかでお気に入りの場所を見つけること

島田市のものを島田市で買うこと

知人を誘って地域のお祭りなどに参加すること

ごみの量を減らすこと

花を育てること

水の無駄遣いを減らすこと

互いを認め合い、尊重すること

島田市の歴史・文化に触れること

島田市緑茶化計画を盛り上げること

市外の知人等に島田市に遊びに来てもらうこと

富士山静岡空港を使って出かけること

美しい生活環境を作ること

道路の穴を発見した場合、市役所に報告すること

まちづくりを自分ごととして考えること

市役所の手続きをデジタルで済ませること

外国の方と交流すること

図書館などの公共施設を大切に使うこと

回答数

地域の防

災訓練へ

参加する

こと

健康診断

を受診す

ること

習慣的に

運動する

こと

フードバ

ンクへ協

力するこ

と

家事や育

児を分担

すること

あいさ

つや他

者への

思いや

りを心

がける

こと

興味のあ

る事柄を

調べるこ

と

パラス

ポーツを

体験する

こと

仕事と生

活のバラ

ンスを整

えること

魅力ある

市内の企

業を知る

こと

まちなか

でお気に

入りの場

所を見つ

けること

島田市の

ものを島

田市で買

うこと

知人を

誘って地

域のお祭

りなどに

参加する

こと

ごみの量

を減らす

こと

花を育て

ること

水の無駄

遣いを減

らすこと

互いを認

め合い、

尊重する

こと

島田市の

歴史・文

化に触れ

ること

島田市緑

茶化計画

を盛り上

げること

市外の知

人等に島

田市に遊

びに来て

もらうこ

と

富士山静

岡空港を

使って出

かけるこ

と

美しい生

活環境を

作ること

道路の穴

を発見し

た場合、

市役所に

報告する

こと

まちづく

りを自分

ごととし

て考える

こと

市役所の

手続きを

デジタル

で済ませ

ること

外国の方

と交流す

ること

図書館な

どの公共

施設を大

切に使う

こと

全体 1253 42.1 57.7 36.5 9.0 20.3 60.0 27.8 1.6 33.1 6.4 12.9 26.7 8.1 52.1 23.1 43.4 34.3 13.6 8.6 8.1 13.1 17.6 14.1 9.6 10.8 3.8 24.1

10歳代 13 38.5 23.1 23.1 7.7 0.0 46.2 30.8 15.4 23.1 23.1 30.8 15.4 30.8 15.4 0.0 38.5 15.4 23.1 7.7 15.4 0.0 7.7 7.7 0.0 15.4 7.7 30.8

20歳代 60 15.0 45.0 26.7 1.7 20.0 41.7 20.0 5.0 40.0 3.3 11.7 18.3 13.3 30.0 5.0 30.0 16.7 8.3 10.0 5.0 6.7 11.7 5.0 6.7 6.7 5.0 18.3

30歳代 107 29.9 47.7 30.8 5.6 38.3 52.3 26.2 0.9 39.3 10.3 15.0 23.4 14.0 30.8 10.3 31.8 27.1 11.2 3.7 9.3 11.2 9.3 3.7 5.6 11.2 2.8 30.8

40歳代 181 28.7 50.8 24.9 9.9 29.3 55.2 30.9 1.1 42.5 4.4 14.9 21.5 11.0 47.0 11.6 42.0 32.6 10.5 6.1 5.5 9.9 9.9 7.2 6.6 11.6 3.3 27.6

50歳代 216 29.6 58.3 30.1 14.8 20.4 52.3 26.9 1.9 48.1 6.0 8.8 21.8 3.7 54.2 14.4 42.6 34.7 10.2 8.8 6.9 13.9 13.9 13.4 7.9 17.6 1.9 20.4

60歳代 277 51.6 66.4 36.1 6.5 18.1 64.6 30.0 0.4 35.0 3.6 13.7 24.2 4.3 56.7 27.1 47.3 32.9 14.8 6.9 5.1 15.5 20.2 10.5 9.0 13.7 5.4 25.3

70歳代 245 55.1 58.8 49.8 8.6 13.9 66.1 26.9 1.2 22.0 4.9 12.7 33.5 9.0 57.6 36.7 46.9 37.1 13.1 7.8 8.6 14.7 23.7 20.4 11.4 5.3 3.7 21.2

80歳以上 151 57.0 62.9 47.0 9.9 13.2 72.2 26.5 2.6 8.6 13.2 11.9 39.1 7.9 64.9 38.4 46.4 47.0 23.2 18.5 17.9 13.2 25.2 31.1 17.2 4.0 4.0 23.2

会社（団体）役員 39 30.8 64.1 33.3 5.1 25.6 61.5 30.8 0.0 51.3 10.3 17.9 28.2 17.9 48.7 20.5 30.8 35.9 17.9 5.1 12.8 20.5 20.5 7.7 10.3 25.6 0.0 25.6

会社員（団体職員） 350 30.6 54.0 28.9 8.9 21.4 49.1 25.1 1.4 43.7 4.9 10.0 21.4 7.7 43.4 14.0 39.4 28.9 10.0 6.3 5.4 13.1 13.7 6.3 6.0 14.3 3.4 20.6

公務員 53 34.0 67.9 32.1 5.7 41.5 52.8 30.2 0.0 49.1 9.4 13.2 26.4 5.7 47.2 5.7 37.7 28.3 20.8 11.3 3.8 15.1 11.3 15.1 11.3 13.2 3.8 24.5

自営業（商工サービス業） 53 47.2 54.7 37.7 3.8 18.9 79.2 43.4 1.9 47.2 7.5 18.9 28.3 5.7 50.9 28.3 39.6 37.7 15.1 11.3 5.7 13.2 15.1 20.8 13.2 9.4 7.5 15.1

自営業（農林漁業） 38 65.8 68.4 26.3 5.3 15.8 60.5 21.1 2.6 39.5 5.3 5.3 21.1 7.9 55.3 34.2 47.4 36.8 7.9 28.9 7.9 10.5 13.2 28.9 13.2 10.5 2.6 13.2

専業主婦（夫） 126 54.0 60.3 48.4 12.7 15.9 71.4 33.3 1.6 14.3 4.0 16.7 33.3 7.9 67.5 40.5 60.3 40.5 15.1 11.9 14.3 15.1 23.8 16.7 8.7 6.3 3.2 31.0

派遣職員 16 25.0 68.8 43.8 0.0 25.0 62.5 18.8 0.0 43.8 12.5 18.8 25.0 6.3 43.8 6.3 37.5 31.3 18.8 6.3 12.5 12.5 12.5 0.0 12.5 31.3 6.3 25.0

パート・アルバイト 204 41.2 63.2 27.5 12.7 21.6 62.7 26.5 1.5 50.0 3.4 10.3 21.1 6.4 52.5 20.6 38.7 28.9 7.8 3.4 4.4 10.8 14.7 8.8 5.9 8.8 3.4 25.5

学生 20 35.0 20.0 35.0 5.0 25.0 45.0 25.0 10.0 30.0 20.0 25.0 25.0 30.0 45.0 5.0 55.0 25.0 30.0 10.0 20.0 5.0 20.0 15.0 15.0 10.0 15.0 35.0

無職 312 51.6 55.8 47.4 8.7 15.7 65.1 27.2 1.3 8.0 9.0 13.1 32.7 7.7 57.4 31.1 45.2 40.7 17.6 9.6 10.6 12.5 22.8 23.1 14.4 7.1 4.2 26.6

その他 35 42.9 62.9 45.7 5.7 25.7 62.9 31.4 2.9 45.7 5.7 25.7 34.3 11.4 51.4 28.6 48.6 45.7 20.0 14.3 11.4 20.0 20.0 22.9 8.6 5.7 0.0 17.1

単身（ひとり暮らし） 100 41.0 57.0 41.0 7.0 4.0 66.0 26.0 1.0 33.0 3.0 11.0 30.0 8.0 52.0 21.0 46.0 33.0 11.0 8.0 7.0 10.0 12.0 16.0 11.0 12.0 2.0 19.0

一世代（夫婦のみ） 277 49.1 64.6 45.5 7.9 13.4 62.5 29.6 1.4 26.4 8.3 14.1 29.2 4.7 60.3 33.2 48.7 36.8 15.9 8.7 10.5 17.3 26.7 17.3 12.6 11.2 4.7 22.4

二世代（親と子） 632 40.2 57.8 33.4 9.3 24.4 57.1 27.5 2.1 35.4 6.3 13.0 23.9 8.9 47.8 19.1 39.2 33.2 13.4 8.7 7.4 12.3 14.9 11.6 8.5 10.3 3.8 23.4

三世代（親と子と孫） 191 40.3 52.4 31.4 9.9 27.7 62.3 27.2 1.0 36.6 6.8 11.0 27.2 9.9 57.6 23.6 49.2 32.5 12.0 8.4 7.9 11.5 12.6 15.7 6.3 11.5 3.1 29.8

兄弟姉妹 9 55.6 44.4 44.4 11.1 11.1 44.4 22.2 0.0 11.1 0.0 11.1 77.8 11.1 33.3 0.0 33.3 55.6 11.1 0.0 11.1 11.1 22.2 44.4 22.2 11.1 0.0 55.6

その他 40 32.5 42.5 35.0 10.0 12.5 67.5 27.5 0.0 30.0 2.5 17.5 30.0 10.0 45.0 27.5 40.0 42.5 15.0 10.0 7.5 10.0 30.0 15.0 12.5 7.5 5.0 22.5

旧島田市内・大津 534 41.4 54.5 38.8 9.2 20.6 57.7 27.2 1.5 30.5 6.0 11.6 29.2 8.2 51.1 23.4 43.1 30.1 16.5 6.6 7.3 10.1 16.7 10.9 10.5 10.9 2.6 27.3

六合地区 206 37.4 54.4 35.0 9.7 20.4 52.9 25.7 0.5 34.0 8.7 11.7 19.4 5.8 51.9 22.8 45.1 31.6 11.2 7.8 5.8 13.6 16.0 12.6 10.2 12.1 5.8 20.4

初倉地区 156 36.5 63.5 31.4 8.3 19.9 67.9 30.8 3.2 38.5 5.1 15.4 21.2 8.3 48.1 25.0 46.8 42.3 9.6 12.2 9.6 22.4 17.9 15.4 7.1 10.3 4.5 17.9

伊久身・大長地区 43 46.5 74.4 32.6 11.6 18.6 65.1 23.3 2.3 25.6 2.3 9.3 32.6 7.0 62.8 20.9 51.2 27.9 7.0 11.6 7.0 14.0 18.6 25.6 4.7 14.0 4.7 14.0

金谷地区 244 47.5 60.7 37.3 9.4 20.1 62.7 28.3 2.0 34.8 7.0 13.9 26.6 8.6 55.7 21.7 40.2 39.8 13.5 10.7 10.7 13.1 20.1 17.6 8.6 10.2 4.1 25.0

川根地区 63 55.6 58.7 30.2 4.8 22.2 68.3 31.7 0.0 36.5 6.3 19.0 38.1 12.7 50.8 25.4 38.1 39.7 11.1 9.5 11.1 11.1 19.0 22.2 12.7 6.3 3.2 28.6

２年未満 23 13.0 56.5 39.1 0.0 13.0 34.8 21.7 0.0 47.8 4.3 17.4 26.1 4.3 26.1 8.7 30.4 30.4 8.7 21.7 4.3 17.4 8.7 4.3 13.0 13.0 4.3 26.1

２年以上５年未満 35 17.1 40.0 22.9 11.4 25.7 42.9 28.6 0.0 48.6 2.9 17.1 17.1 14.3 28.6 0.0 22.9 25.7 11.4 5.7 11.4 11.4 14.3 5.7 2.9 5.7 2.9 25.7

５年以上10年未満 51 31.4 51.0 25.5 11.8 31.4 54.9 33.3 3.9 35.3 3.9 21.6 27.5 5.9 54.9 21.6 41.2 35.3 11.8 7.8 5.9 17.6 19.6 5.9 9.8 9.8 11.8 33.3

10年以上20年未満 138 33.3 52.2 26.1 10.1 25.4 56.5 24.6 2.2 42.0 7.2 13.0 15.2 8.7 46.4 12.3 37.0 27.5 9.4 5.1 6.5 9.4 13.0 5.8 5.1 10.1 2.2 29.0

20年以上 1004 45.3 59.5 38.8 8.9 18.9 62.1 28.0 1.5 30.9 6.6 12.2 28.5 8.0 54.3 25.9 45.4 35.6 14.4 8.9 8.5 13.2 18.4 16.2 10.3 11.1 3.6 22.7

生まれてからずっと島田市に居

住している
506 45.3 55.9 34.4 7.3 17.6 58.3 24.5 1.6 29.6 6.3 10.5 27.7 8.1 52.2 22.1 42.5 31.6 14.6 9.5 7.5 11.5 17.8 16.0 9.7 9.9 2.6 20.6

島田市出身で、市外へ転出した

後、戻ってきた（Uターン）
277 37.2 61.0 37.9 10.8 20.6 57.8 32.5 1.4 35.4 5.8 14.8 26.7 9.4 47.7 20.2 37.9 30.3 17.0 7.2 8.3 13.0 16.2 12.6 7.2 13.0 6.5 22.7

島田市外の出身で、転入してき

た（Iターン）
426 41.1 57.7 35.9 9.9 23.7 61.5 27.9 1.6 36.6 6.8 14.6 24.4 7.5 53.3 26.1 47.7 39.0 11.0 8.0 8.9 14.1 18.8 12.7 10.6 10.8 3.8 28.2

その他 41 46.3 58.5 56.1 9.8 17.1 82.9 34.1 2.4 24.4 7.3 12.2 31.7 4.9 68.3 26.8 43.9 46.3 4.9 12.2 7.3 22.0 12.2 14.6 12.2 4.9 0.0 34.1

居住年

数

居住経

験

年齢

職業

（勤務

先の業

種）

家族構

成

居住地

域
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10 これからの目指すべきまちづくりのイメージについておたずねします。  
 

自由記述式の設問については、回答に使われた単語やフレーズを、出現頻度や品詞により大きさや色を変

えて視覚的に表現するワードクラウドという手法にて表示。 

 

【文字のサイズ】 大きい → 出現頻度が多い   小さい → 出現頻度が少ない 

【文字の色】 名詞 → 青色   動詞 → 赤色   形容詞 → 緑色 

 

 

設問 23 第２次島田市総合計画の掲げる将来像「笑顔あふれる 安心のまち 島田」をもとに、これから

の目指すべきまちのイメージなどを自由に記してください。 

 

 
 

設問 24 書き足りなかったこと、より具体的な提案（アイデア）、夢などお持ちでしたら、是非、お聞かせ

ください。 

 

 
 


